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 第 1 章 HP OpenView Reporter の紹介 

HP OpenView Reporter は、「検出」した対象システムのデータから Web ベースのレポ
ートを作成します。システムを検出できるのは、そのシステムが OpenView エージェン
トおよびサブエージェント ソフトウェアを実行している場合です｡エージェント ソフト
ウェアとは、HP OpenView Performance Agent for Windows システム (MeasureWare 
Agent) または同ソフトウェアの UNIX 版などを指します。Reporter は、HP OpenView 
Operations （OVO) が管理するシステムについてもレポートを作成できます｡Reporter 
は、検出後に定義済みおよびユーザー指定のメトリック リストに従ってデータを収集
し、その収集データを Web ページのレポートとしてフォーマットします。 

Reporter は、すべての (ALL) システム、システム グループ、単一システムに関してレポ
ートを作成できます｡データはさまざまな形式のグラフとして表示され、そのグラフを使
用してエージェントがインストールされているシステムのパフォーマンスと使用状況を
簡単に評価できます。



Reporter は、Windows システムにインストールされて実行されますが、データは HP-
UX、Solaris、AIX、Linux、Windows などのさまざまなオペレーティング システムから
収集できます｡

カスタマイズの検討

Reporter の使用開始後に Reporter をカスタマイズする場合は、システムをシステム グ
ループに編成します。この変更により、レポートを新しいシステム グループに割り当
て、ユーザーの組織の業務に即応するレポートを作成して編成できます。さらに、カス
タム レポートを作成することもできます。その場合は、Crystal Reports を購入し、メト
リック リストを作成して選択したデータで、新しいレポートを定義します。

Reporter には独自の構成不要なデフォルト データベースがありますが、Oracle などの



より堅牢なデータベースにデータを保存するように Reporter を構成することもできま
す。この方法でデータの保存をカスタマイズするには、『インストールおよび特別構成
ガイド』を参照してください。このガイドには、Reporter データベースとして MS SQL 
または Oracle を設定するなど、便利なカスタム構成のための手順があります。

次の参照先

『インストールおよび特別構成ガイド』の第 1 章を参照してください。Reporter による
毎日のルーチンについて説明されています｡この『コンセプト ガイド』では、ルーチン
の詳細に加えて、Reporter の使用方法とカスタマイズ方法を説明します｡『コンセプト 
ガイド』と『インストールおよび特別構成ガイド』のほかに、Reporter インターフェイ
ス内の [ヘルプ] ボタンも使用できます｡[ヘルプ] ボタンを通じて、Reporter のダイアログ
およびその必須エントリに関する説明を参照できます｡

Reporter をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。Reporter は操作も理解も
簡単であり、必要な情報を毎日更新して利用できます。 

 

  



 第 2 章 HP OpenView Reporter ウィンドウ

Reporter は同時に動作する多数のプログラムで構成されています。これらのプログラムは次のよう
に動作します。 (1) ネットワーク上で OpenView Performance Agent for Windows システムまたは 
OpenView Operations (OVO) サブエージェントを実行するシステムを検出します。 (2) 検出したシ
ステムまたは OVO データベースからのデータ収集をスケジュールします。 (3) 収集データからレ
ポートを作成します。Reporter をインストールして構成すると、Web ページが自動的に作成さ
れ、この Web ページからレポートにアクセスできます。Web ページでは、作成したレポートを通
じて各システムの情報を表示できます。 

次の図では、Reporter のメイン ウィンドウの 3 つのペインを示します。各コンポーネントについ
ては、以下のセクションで説明します。

左ペイン － 左ペインには、使用可能な項目のリストがツリー構造で表示されます。ツリーの一部
を展開するには、「プラス」記号をクリックします。左ペインで項目を選択すると、右ペインにそ
の項目の詳細情報が表示されます。左ペインの項目をドラッグ アンド ドロップして右ペインの選
択項目に追加することもできます。項目の表示、追加、名前変更を行うには、左ペインを使用しま
す。左ペインでは、次の操作を実行できます。

■     OpenView エージェントを実行するシステムを検索する検出範囲リストへのネットワーク、ドメイン、システムのド



ラッグ アンド ドロップによる追加。
■     使用可能なメトリック リストの表示。
■     使用可能なレポートの表示。
■     スケジュール済みのアクションの表示。
■     検出されたシステムの表示。
■     新しいシステム グループ、レポート定義、メトリック リスト、スケジュール アクションの追加。
■     構成済みの顧客の表示と新しい顧客の追加。

右ペイン － 右ペインには、左ペインで選択した項目の詳細が表示されます。選択した項目に応じ
て、右ペインで項目の編集や削除ができます。右ペインでは、次の操作を実行できます。

■     OpenView エージェントを検索する検出範囲リストからのシステム、ドメイン、ネットワークの削除。
■     一部の設定と定義の編集。
■     システム別のメトリック リスト、レポート、システム情報、システム グループの表示。
■     システム グループへのシステム、レポート、メトリック リストの割り当て。
■     メトリック リスト内のメトリックの表示。
■     顧客に対するシステムの割り当てまたは削除。

ステータス ペイン － ステータス ペインは、Reporter 内の各プログラムのステータスに関するリ
アルタイム情報を表示する読み取り専用ウィンドウです。表示されている情報を参照しやすいよう
に、エントリの行別に次のタグが付きます。

情報のみ

エラー

警告

トレース情報

ステータス ペイン (ウィンドウ) は、次の柔軟性を備えています。 

■     ステータス ペインの切り離しと非表示 － ステータス ペインを Reporter ウィンドウから切り離して、デスクトップ
の任意の場所に移動できます。[表示] メニューまたはツールバーを使用してステータス ペインを隠すこともできま
す。

■     トレース ファイル情報の表示 － 表示する情報があるトレース ファイルを選択し、Reporter の動作に関する追加情
報を表示できます。上記の図のトレース ファイル タブで、Reporter のトレースを開始します。図には、レポート作
成に関連する情報が示されています。この機能を使用するには、オンライン ヘルプ トピックの「ステータス ウィン
ドウの構成」を参照してください。

Reporter のツールバー



Reporter のツールバーを使用すると、次のアクションを速やかに開始できます。

ステータス ペインの表示と非表示を切り替えます。

Reporter サービス を開始または停止します (Reporter サービスはすべてのプログラムを開始する前に起動する
必要があります。 Reporter サービスがアクティブでない場合、プログラムのツール ボタンは無色で表示され、
選択できません)。

Reporter のすべてのプログラム (アクション) を開始します。

検出プログラムを開始します。

収集プログラムを開始します。

レポートを作成します。

Reporter の Web ページにレポートのリストを表示します。

オンライン ヘルプを開きます。

リリース ノート、『コンセプト ガイド』、『インストールおよび特別構成ガイド』を含むすべての Reporter ド
キュメント (Reporter ドキュメント セット) にリンクする Web ページを開きます。

Reporter の階層 

Reporter のメイン ウィンドウの左ペインには、システムを表示し、構成を変更できる階層があり
ます。階層の領域別の名前と使用方法について以下に説明します。この階層を使用して実行できる
作業は、Reporter のオンライン ヘルプを参照してください。



 

 [検出範囲] － OpenView Performance Agent の検索範囲を制限します。[検出範囲] アイコンの下には、
Windows ネットワークに認識されているネットワーク、ドメイン、システムが表示されます。Windows に認識されていな
いネットワーク上でも検出を実行できます。複数の実行方法を後のセクションで説明します。

[検出範囲] は OpenViewOperations (OVO) システムの検出には使用しません。OVO ソフトウェア
では、中央データベース内のシステムを追跡します。Reporter は OVO データベースから必要な情
報をコピーします。

 [メトリック リスト] － [メトリック リスト] アイコンの下に表示されるメトリック リストで
は、システム エージェントから収集する情報を選択します。収集データは集計されて Reporter の
データベースに書き込まれます。データベースから簡単にレポートを作成できます。 OpenView 
Performance Agent のメトリック リストは変更できます。OpenView Performance Agent に追加さ
れたデータ ソースに応じて、新しいメトリック リストを作成できます。 新しいメトリックを作成
する場合は、メトリックにスペースを挿入しないでください。スペースを含むメトリックは、正常
に処理されません。 OVO エージェントのメトリック リストは変更できません。

システムまたはシステム グループから収集するデータを指定するには、システムまたはシステム 
グループにメトリック リストを割り当てます。デフォルトでは、標準のメトリック リストがすべ
てのシステムから収集されるように割り当てられます。



 [レポート] － [レポート] アイコンの下に表示される [レポート ファミリ] を展開すると、各
レポート定義が表示されます。レポートに含めるシステムを指定するには、システム、システム 
グループ、特別な ALL グループにレポートを追加します。

レポート アイコンの角にある色付きの四角形は、このレポートがサポートするグループ分けの種
類を示します (ALL グループは赤、グループは青、単一システムは緑)。レポートをクリックする
と、右ペインにその定義が表示されます。

レポートは HTML (Hypertext Markup Language) 形式になっており、Web ブラウザで表示できま
す。

オプションのレポート作成アプリケーション (Crystal ReportsTM) を使用すると、カスタム レポー
トを作成できます。また、Reporter に組み込まれたレポートを変更できます。

 [スケジュール] － [スケジュール] アイコンの下に表示されるエントリは、指定時間に開始するよ
うに構成されたプログラムのアクションです。各エントリには、実行するアクションに対応する名前が付
いています。たとえば、[検出] スケジュールは検出プロセスを開始し、[収集] スケジュールはデータ収集プ
ロセスを開始します。開始時間は、スケジュールされているアクション全体またはアクション別に変更で
きます。 変更方法については、「Reporter の機能」の「スケジュール」を参照してください。

 [検出されたシステム] － 検出されたシステムが [検出されたシステム] アイコンの下のグループに表
示されます｡システムをグループ分けすると、レポートを作成する際にシステムの検索やデータ収集が実行
しやすくなります。システムは複数のグループに追加できます。ALL グループにはすべてのシステムが属
します。

システムは、検出されると自動的にグループに追加されます。システムを各グループに追加するには、次
の 2 つの方法があります。 (1) 新しいグループを作成し、Reporter ウィンドウ内で、この新しいグループ
に手動でシステムを追加します。システムを追加する先のシステム グループ名をダブルクリックすると、
そのグループが右ペインに表示されます。次に、各システムを左ペインから、グループが表示されている
右ペインにドラッグ アンド ドロップします。(2) グループ用のパラメータを定義してシステムの自動グル
ープを設定することもできます。自動グループを設定すると、Reporter は検出したシステムを、ユーザー
が定義したパラメータに従って、対応するグループに追加します。この方法の手順は、第 7 章の「拡張ト
ピック」に記載されています。デフォルトの自動グループの定義では、システムはオペレーティング シス
テム別のグループに追加されます。

システムを手動でグループ分けする場合は、新しく検出されたすべてのシステムを NEW グループに追加す
るように設定できます。OVO エージェントを使用している場合は、OVO ノード グループを Reporter のグ
ループにコピーできます。

 [顧客] － [顧客] アイコンの下にはすべての構成された顧客が表示されます。顧客にシステムとレポート
を割り当て、顧客別のレポートを作成できます。特定の顧客のフォルダを展開すると、その顧客に割り当
てられている各システムやレポートを表示できます。



 第 3 章 HP OpenView Reporter の機能

Reporter のメイン ウィンドウには、Reporter の構成可能なコンポーネントが階層として表示
されます。構成可能なコンポーネントは、OpenView Performance Agent を実行するシステム
をネットワークで検索する範囲、レポート、スケジュールされたアクション、検出されたシス
テムです。ここでは、Reporter のメイン ウィンドウに表示される構成可能なコンポーネント 
(下記を参照) の詳細を説明します。また、Reporter のアクション (プログラム) の実行方法
と、実行時の動作についても説明します。

■     検出範囲
■     メトリック リスト
■     レポート
■     スケジュール
■     検出されたシステム
■     顧客 (顧客別レポート)
■     Reporter のプログラムの実行時間
■     特定のシステムに対するデータ収集の再スケジュール

 [検出範囲] － Reporter がシステムにアクセスするには、事前にシステムを「検出」す
る必要があります。Reporter は、Windows システムまたは UNIX システムを 2 つの異なる方
法で検出します。検出されたシステムは、Reporter の階層の [検出されたシステム] 領域に追加
されます。既存のシステムが再検出されるたびに、Reporter のデータベース内の対応するシス
テムの情報が更新されます。

OpenView エージェントを実行するシステムを検出するには、ネットワークのブラウズ、単一
システムの検出、バルク検出の 3 つの方法があります。最初の 2 つの方法では、Reporter の
メイン ウィンドウの [検出範囲] を使用します。バルク検出の詳細は、このマニュアルの第 5 
章「Reporter のカスタマイズ」に記載されています。

ネットワークのブラウズによるシステムの検出は、Windows オペレーティング システムに依
存しており、Windows ネットワークで認識されているすべてのシステムが表示されます。こ
のため、数千のシステムが表示される可能性もあります。これを回避するには、検索対象のシ
ステムを制限します。左ペインの [検出範囲] アイコンをクリックすると、ネットワークのブラ
ウズを実行する現在のネットワークおよびドメインのリストが表示されます。左ペインの [検
出範囲] でアイコンの横にあるプラス記号をクリックすると、階層が展開され、Windows オペ
レーティング システムに認識されているネットワーク、ドメイン、システムが表示されます。
ネットワークのブラウズによるシステムの検出は、Windows ノードにのみ行われます。UNIX 
ノードは自動的には検出されません。最後に、検索するネットワーク、ドメイン、システムを



右ペインにドラッグします。

メモ : システムにエイリアス (複数の名前) がある場合は、同じシステムが複数の名前で [検出範囲] に表示されま
す。ただし、Reporter は検出プログラムの実行時にこれらのシステムの 1 つのみを認識するため、問題は発生しませ
ん。システムのレポートには、OpenView エージェントのデータ収集に使用されたシステム名が使用されます。トレー
ス レベルを「1」に設定すると、trace.Discovery ファイルをチェックして、単一システムに対して複数のシステム名
が検出されたかを判断できます。トレース レベルを変更するには、メイン ウィンドウの [ファイル] メニューで [構
成]、[オプション] を選択します。

単一システムの検出は、Windows オペレーティング システムに依存しません。各システムを 
[検出範囲] リストに追加するには、[検出範囲] アイコンを右クリックし、表示されるショート
カット メニューから [システムの追加] を選択します。入力したシステム名が、右ペインの検
出対象システムのリストに追加されます。

[検出範囲] リスト (Reporter ウィンドウの右ペイン) から項目を削除するには、右ペインでシス
テム名を右クリックし、表示されるショートカット メニューの [削除] を選択します。

 [メトリック リスト] － メトリック リストは、システムから Reporter のデータベースに
収集される情報を制御します。メトリック リストは、UNIX 版または Window 版の OpenView 
エージェントに指定されたメトリック クラス別にメトリックをグループ分けします。メトリッ
ク リストでは、集計レベル (5 分、1 時間、1 日などの間隔)、データの収集量、データベース
のデータの保存期間も指定できます。集計間隔が短いほど、収集するレコードは増えます。デ
フォルトの集計レベルは 1 時間です。

Reporter に含まれているデフォルトのメトリック リストでは、OpenView エージェントの標
準メトリック クラスおよび OpenView Operations の標準メッセージがデータ収集の対象で
す。独自のメトリック リストを作成する場合は、新しいレポート定義とテンプレートを作成
し、カスタマイズしたリストに従ってレポートを作成します。新しく作成するメトリックの名
前には空白を挿入できません。メモ : レポートのテンプレートを作成するには、Business 
Objects の Crystal Reports を購入して使用する必要があります。

メトリック リストをシステムまたはシステム グループに割り当てるには、左ペインの [検出さ
れたシステム] アイコンからシステムまたはグループを選択し、右ペインにメトリック リスト
をドラッグします。 

  [レポート] － 使用可能なレポートは、[レポート] アイコンの下のファミリに表示されま
す。Reporter ウィンドウの階層の [レポート] を展開し、レポート ファミリをクリックする
と、レポート ファミリに含まれるレポートが右ペインに表示されます。右ペインからレポート
を削除することもできます。各レポートをクリックすると、レポート定義の詳細が表示されま
す。レポート定義の詳細 (日付範囲やシフト名など) は右ペインで編集できます。

各レポートには、次の場所からデータを取り込むことができます。



データベース内のすべてのシステム (ALL レポート - カラー コードは
赤)

選択されたシステム グループ (グループ レポート - カラー コードは青)

単一システム (システム レポート - カラー コードは緑)

上記の項目の組み合わせ

各レポート定義で、1 つ、2 つ、または 3 つすべてのレポート タイプについてレポート テン
プレートを指定する必要があります。新しいレポート定義を作成するには、[レポート] アイコ
ンを右クリックし、ショートカット メニューから [レポート定義の追加] を選択します。

組み込まれているレポート テンプレートを変更する場合や独自のレポート テンプレートを追
加する場合は、Crystal ReportsTM を購入する必要があります。Crystal Reports を使用する
と、追加のテンプレートを作成できます。Reporter で使用するテンプレートを Crystal 
Reports で作成する方法は、第 4 章「作成されるレポート」に記載されています。

最新の作成されたレポートを表示するには、ツールバーの [レポート] ボタンを
クリックするか、左ペインの [レポート] を右クリックし、[レポートの表示] 
を選択します。また、左ペインのレポートを右クリックして [レポートの実
行] を選択すると、単一のレポートを実行できます。

レポートは、単一のシステム、システム グループ、ALL システム グループのいずれかに割り
当てることができます。左ペインの [検出されたシステム] アイコンの下のシステムまたはシス
テム グループをクリックし、右ペインに表示します。レポートの対象は、各レポートに付いて
いる四角形の色で簡単に見分けて割り当てることができます。単一のシステムは緑、システム 
グループは青、ALL システム グループは赤の四角形が付いています。

顧客別レポート : SQL クエリの SELECT ステートメントに次の列のいずれかが含まれている
場合、レポートは顧客別になります。

●     CUSTOMER_NAME
●     SYSTEMNAME
●     SYSTEMID

顧客別レポートと、グループ テンプレートおよび ALL テンプレートが指定されたレポートに
限り、顧客に割り当てることができます。システム テンプレートが指定されたレポートは、顧
客に割り当てることができません。

 [スケジュール] － スケジュールでは、Reporter 内のアクションの実行時間を制御しま
す。[スケジュール] アイコンを選択すると、スケジュールされているアクション (Reporter の
プログラム) のリストが右ペインに表示されます。このリストを特定のアクション タイプに制



限するには、[スケジュール] アイコンの横にあるプラス記号をクリックして階層を展開し、そ
の下の項目の 1 つを選択します。通常、すべてのスケジュールが自動的に実行されますが、ス
ケジュールしたアクションは必要に応じて変更できます。スケジュールした単一のアクション
を変更するには、右ペインでそのアクションのエントリをダブルクリックします。新しいアク
ションを追加するには、[スケジュール] アイコンを右クリックし、表示されるショートカット 
メニューから [スケジュールの追加] を選択します。

スケジュールされているすべてのアクションの日付を変更するには、[スケジュール] アイコン
を右クリックして [グローバル設定] を選択します。この機能は、スケジュールされているすべ
てのアクションの実行を、特定の日付まで遅延する場合に役立ちます ([グローバル設定] を選
択して、[作業日] を必要な日付に変更します)。特定のアクション タイプについて、すべての
実行の日付と時刻を変更するには、[スケジュール] アイコンの下でアクション タイプ (検出、
収集、保守など) を右クリックし、表示されるショートカット メニューから [グローバル設定] 
を選択します。

 [検出されたシステム] － このセクションには、検出プログラムで検出されたシステム
が表示されます｡検出されたシステムは、検索またはレポート作成を簡単にするために、グル
ープ分けされます。システムは、検出時に自動グループ機能で指定されたとおりにグループ分
けされます。デフォルトでは、オペレーティング システム名別のグループに自動的に追加され
ます。また、システムをグループに手動で追加できます。システムは、複数のグループに追加
できます。独自に作成したグループに、システムを手動でドラッグ アンド ドロップして追加
することもできます。

特別なグループ 

■     ALL － このグループには、検出されたすべてのシステムが追加されます。ALL グループからシステムを削除す
ると、そのシステムに関するすべての情報が Reporter のデータベースから削除されます。

■     NEW － このグループには、新しく検出されたシステムが追加されます。このグループを有効にするには、
[ファイル] メニューの [構成] で [オプション] を選択します。このグループは、手動でシステムをグループに
割り当てるときに便利です。

■     Nodegroups － このグループは OVO 構成の一部です。OVO はシステムを特定のノード グループに割り当
てます。このノード グループを Reporter のグループにコピーするには、[ファイル] メニューの [構成] で [オ
プション] を選択します。

メトリック リストとレポートを新しいシステム グループまたは各システムに追加するには、
[検出されたシステム] アイコンの下のグループまたはシステムをクリックし、メトリック リス
トまたはレポートを左ペインから右ペインにドラッグ アンド ドロップします。

グループまたはシステムの詳細を表示するには、左ペインのグループ名またはシステム名をク
リックします。右ペインのプラス記号をクリックすると、情報が展開されます。[システム情
報] アイコンの下の [単一システム] には、有用な情報が含まれています。

グループからシステムを削除するには、左ペインでグループを選択し、右ペインの [システム] 
アイコンを展開します。次に、システムを右クリックし、ショートカット メニューから [削



除] を選択します。

グループ (ALL グループを除く) を削除するには、左ペインで [検出されたシステム] を選択し
ます。次に、右ペインで削除するグループを選択して Delete キーを押すか、右クリックして
ショートカット メニューから [削除] を選択します。

 [顧客] (顧客別レポート)

このセクションには、特定の顧客と顧客別の検出されたシステムが表示されます。[顧客] アイ
コンの下に表示されるのは独自に作成された顧客です。デフォルトでは、定義済みの顧客はあ
りません。この機能は、レポートの作成時に使用します。この機能を使用するには、顧客を追
加してシステムやレポートを割り当てます。顧客別のレポート セットが作成され、顧客別の
ディレクトリ ツリーに格納されます。

顧客に割り当てられているシステムやレポートを表示するには、[顧客] ノードを展開し、顧客
別のノードを展開します。該当する顧客が所有するシステムやレポートのリストが表示されま
す。

顧客の作成と顧客に対するシステムやレポートの割り当ての詳細については、第 5 章を参照し
てください。

Reporter の機能

Reporter には、インストール時から自動的に動作する多数の機能があります。Reporter は、
毎晩特定のプログラムを自動的に実行するようにあらかじめ設定されています。これらのプロ
グラムにより、Reporter は新しいシステムを検出してデータベースに追加します。次に、デー
タベース内のシステムに関するデータを収集して保存し、新しく収集したデータに基づいてレ
ポートを作成します。これらのプログラムを自動的に開始するスケジュールが設定されている
ため、Reporter はユーザーの介入なしに動作します。ただし、[スケジュール エントリの編集] 
ダイアログ ボックスを使用すると、プログラムが実行される時間を変更できます。



プログラムのスケジュール

Reporter のスケジュール作成プログラム (Master Scheduler) は中央レポート作成データベース
内のスケジュール テーブルから起動されます。スケジュール テーブルの各エントリは、プロ
グラムの実行時間、使用するパラメータ、アクションを繰り返す頻度について記述していま
す。プログラムの実行がスケジュールされていない場合、スケジューラは非アクティブになり
ます。

Master Scheduler には、多数のプログラムの同時実行に伴う負荷から Reporter システムを守
るために特殊な機能がいくつか用意されています。これらの機能によりプログラム間の実行に
時間差が設定されるため、システムを他の作業に使用できます。



検出プログラム

毎晩 12:30 a.m.(デフォルト時刻) に検出プログラムが実行されます｡

Discover_ITO プログラム

このプログラムは OVO データベースに含まれるシステム ノードを検出します｡次
に、この情報と OVO ノード グループ情報 (オプション) を Reporter のデータベ
ースにコピーします。

検出プログラム

検出プログラムはネットワークを調べ、OpenView エージェントを実行している
対象システムを探します。Reporter は新しいシステムを検出すると、システムと
そのデータ ソースに関する情報を取り出します。次に、この情報を Reporter の



データベースに追加します。また、収集プログラムの実行をスケジュールし、毎
晩このシステムに関するデータを収集します。

収集プログラム

毎晩 1:00 a.m. (デフォルト時刻) に、収集プログラムが開始されます。

Gather_ITO プログラム (プログラム名 ITO は実際は OVO を指します)
このプログラムは、OVO データベースから情報を読み取り、要約を Reporter デ
ータベースに書き込みます。要約は元の情報よりも領域を必要としないため、よ
り長い期間保存できます。

収集プログラム

このプログラムは、Reporter データベース内の情報を使用し、各システムの使用
可能な OpenView Performance Agent のデータから集めるメトリックを決定しま
す。この情報は、各データ ソースから集めるメトリックを定義する「メトリック 
リスト」という形式になっています。Reporter はこの情報を使用し、検出された
各システムからデータを収集し、このデータを Reporter データベースに追加しま
す。

収集プログラムは、検出された各 OpenView Performance Agent システムに対し
て毎晩 1 回実行されます。Reporter データベースの既存の情報と重複しない情報
のみが収集されます。

データベース保守プログラム

毎晩 1:50 a.m. (または前回の収集プログラムの終了後) に、データベース保守プログラム 
(RepMaint) が開始されます。

RepMaint プログラム
このプログラムは、古いデータの削除など、データベースの所定の保守を実行し
ます。

レポート & Web ページのリンク作成

Reporter は、データベース内のデータと、システム別の作成レポートを指定するレポート定義
を使用してレポートを作成します。レポート プログラムは、最後の手順として、すべての作成
された HTML レポートにリンクするための Web ページを作成します。ほとんどのレポート
は、Reporter データベースに保存されている集計データから夜間に作成されます。同じデータ
から直ちにレポートを作成することもできます。その場合は、Reporter のメイン Web ページ
のレポート リンクから [オンデマンド レポート] を選択します。

一方、OVO データベースなどの他のデータベースからレポートを直接作成する場合もありま



す。この種のレポートに取り込まれるデータは Reporter で簡単に要約できません。直接作成
するレポートについては、[レポート定義] ダイアログ ボックスの [データベース名] フィールド
に空白の代わりに対応するデータベース名が表示されます。

収集スケジュールを毎日複数回に変更

OpenView Reporter は、毎晩データのバッチ レポートを実行します。ただし、より頻繁にレ
ポートを作成することもできます。たとえば、重要なサーバー システムがあり、更新されたデ
ータを毎時間確認する必要がある場合などです。より頻繁にレポートを作成するために、
Reporter では収集されたデータを 1 日に数回読み取ることができます。これには、最新のデー
タを表示して収集プログラムを毎時間実行するように、[スケジュール エントリの編集] ダイア
ログ ボックスの [Gather] を再スケジュールします。2 つのパラメータを使用できます。-h で
は、すべての最新データを毎時間表示します。<system> では、表示するデータがあるシステ
ムの名前を指定します。

特定のシステムについて毎時間データを収集するように、データ収集を再スケジュールするに
は、次の手順に従います。 

1.  Reporter のメイン ウィンドウを開き、左ペインで [スケジュール] をダブルクリックするか、[スケジュール] 
の横のプラス記号をクリックし、フォルダを展開します。

2.  左ペインで、[Gather] を選択します。
右ペインに、各システムのスケジュールされている収集ジョブが表示されます。システム名は [パラメータ] カ
ラムに表示されます。

3.  右ペインで、変更する収集ジョブに対応するシステムを右クリックし、[編集] を選択します。
4.  [スケジュール エントリの編集] ダイアログ ボックスで、[パラメータ] ボックスのシステム名の前に「-h」と

入力します。たとえば、「-h "haggin"」では、「-h」が「haggin」の前に指定されているため、システム
「haggin」のすべての最新データが毎時間収集されます。
[作業リセット] ボックスで、下向きの矢印をクリックし、[時間] を選択して毎時間ジョブを再開します。

  



 第 4 章 作成されるレポートとカスタム レポート

ここでは、次の内容について説明します。

■     レポートの作成
■     オン デマンド レポートの作成
■     組み込みレポート
■     他の OpenView 製品のレポート パッケージの追加
■     Web ページとしてのレポートの表示
■     独自のレポートの作成
■     グループ レポートとシステム レポートの作成機能の強化

Reporter には、あらかじめ各種のレポート テンプレートが構成されており、[レポート] アイコンの下に表示されます。各テ
ンプレートは、検出されたシステムから収集されるデータに基づいてレポート定義を作成するときに使用します。

 メモ : 別の OpenView 製品を使用している場合、その製品にレポート パッケージが含まれていることがあります。このレポート パッケージは、
Reporter に自動的にインストールされます。または、Reporter のメイン ウィンドウを使用して手動で追加できます ([ファイル] → [構成] → [レポート 
パッケージ] の順に選択します)。詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

 メモ : セクション「独自のレポートの作成」のガイドラインに従って独自のレポートを作成し、そのレポートで問題が発生した場合、Crystal Reports の
テンプレートに伴う設計上の問題については、HP サポートでは対応いたしかねます。HP サポートは、HP 提供のレポート テンプレートに限り、責任を負う
ものとします。

レポートは、見つけやすいようにレポート ファミリにグループ分けされます。レポート ファミリの追加または削除、レポート ファミリ間でのレポートの移動
には、ドラッグ アンド ドロップを使用します。すべてのレポートは、ALL レポート ファミリに所属します。ALL レポート ファミリからレポートを削除する
と、そのレポートは Reporter のデータベースから完全に削除されます。他のファミリからレポートを削除した場合、影響を受けるのはそのファミリのみで
す。 

 レポート タイプのカラー コード レポートの左上角にはレポートの適用先を示すカラー コードが小さな四角形で示され
ます。レポートの適用先が ALL システムである場合は赤、システム グループである場合は青、単一のシステムである場合は
緑です。レポートの内容は表示される名前で確認できます。たとえば、レポート名「Discovered Systems (検出されたシステ
ム)」には、Reporter が検出したすべてのシステムが一覧表示されます。これらのシステムに関するレポートが現在使用可能
です。 

Business Objects 社のレポート作成ソフトウェア Crystal ReportsTM を使用して、カスタム レポートを作成する方法は、この
章の終わりに記載されています。

レポートの作成

毎日早朝 2:00 AM (RepMaint プログラムによる Reporter データベースの更新後) に、レポート作成プログラム (RepCrys) が
実行されます。このプログラムは、Crystal ReportsTM のテンプレート群を使用し、Reporter データベース内のデータからレ
ポートを作成します。各レポートは、.htm ファイルとして HTML 形式で保存されるため、Web ブラウザを使用して表示でき
ます。このプログラムでは Web ページも作成されます。その Web ページ内のリンクをクリックすると、対応する名前付き
のレポートが表示されます。

 作成された最新のレポートを表示するには、ツールバーの [レポート] ボタンをクリックするか、左ペインでレポート
名を右クリックして [レポートの表示] を選択します。また、左ペインのレポートを右クリックして [レポートの実行] を選択
すると、単一のレポートを実行できます。 

オン デマンド レポートの作成



Reporter のメイン Web ページには、すべての使用可能なレポートが表示されます。この Web ページで [オンデマンド レポ
ート] を選択すると、レポートを作成する時間、日付、システムを選択できるユーティリティが起動します。パフォーマンス
および可用性の問題が発生した場合は、この機能を使用してデータを表示し、問題を調査して早急に対処できます。

[オンデマンド レポート] を使用すると、Reporter で毎晩作成される標準のレポートとは異なる方法でデータを統合すること
もできます。このリンクをクリックして、カスタマイズされたレポートの作成方法を確認してください。

顧客別のオン デマンド レポートの使用 (顧客別ビューの使用)

オン デマンド レポートは、顧客別レポートと共に使用して特定の顧客のデータを作成できます。Reporter のメイン ウィンド
ウで顧客を構成し、顧客にシステムを割り当てると、この情報はデータベースに保存されます。Reporter の Web ページ上に
リンクが作成された後で、顧客別にオン デマンド レポートを実行するための顧客別のリンクが割り当てられます。各顧客
は、このリンクに対応するシステムのレポートのみを表示できます。この機能で作成されるレポートには、Reporter データ
ベースのデータのみが表示されます。

オン デマンド レポートのステータス ファイル

オン デマンド レポートを実行すると、警告とエラーがテキスト ファイル status.PM にログとして記録されます。このファイ
ルは、<installation_directory>¥data¥ にあります。ステータス ファイルの各行には、警告/エラーの生成日時が表示されます。

トレースの有効化

ステータス ファイルの内容の詳細が必要である場合は、オン デマンド レポート プログラム (Analyzer.exe) のトレースを有
効にします。トレースを有効にすると、その出力がファイル trace.Analyzer に保存されます。

トレース レベルを設定するには、MS-DOS コンソール ウィンドウを開いて、次のコマンドを実行します。

<installation_directory>¥HPOV_IOPS¥cgi-bin¥Analyzer.exe -trace <trace_level>

<trace_level> は 0 (トレースなし) ～ 9 (最大トレース詳細) の範囲内の数値です。
リブートまたはプログラムの再起動は不要です。トレース機能は、設定直後から有効になります。

Java グラフに関連する問題のトラブルシューティング 

Java グラフ関連の問題をトラブルシューティングするには、次の手順を実行します。 

1.  [コントロール パネル] を開きます。
2.  [Java Plugin] (オン デマンド レポートで使用しているバージョン) を選択します。
3.  [Java Plugin コントロール パネル] で、[基本] タブを選択します (選択されていない場合）。
4.  [Java コンソールの表示] を選択します。
5.  [適用] をクリックして、ウィンドウを閉じます。
6.  Web ブラウザを閉じて再度開きます。
7.  Java グラフを作成して問題を再現します。
8.  Java コンソール ウィンドウで、このウィンドウの内容をコピーし、サポート担当者に送ります。

デフォルトおよびユーザー グラフ テンプレート ファイルの場所

グラフ テンプレート ファイルの名前は VPI_Graphs<name>.txt です。「name」は標準グラフ形式に表示される名前です。デ
フォルトのグラフ テンプレート ファイルは <installation_directory>¥newconfig にあります。ユーザー定義のグラフ テンプレ
ート ファイルは <installation_directory>¥data¥ にあります。

組み込みレポート

次に示すのは、Reporter に組み込まれているレポートであり、検出されたシステムに対して作成されます。他の OpenView 
製品を追加すると、通常、その製品にもレポート パッケージが組み込まれているために、作成されるレポートと取得される
情報は増えます。 

●     [Discovered Systems] － このレポートには、レポート グループに割り当てられている各システムの情報が一覧表示されます。
●     [Most Active Transactions] － このレポートには、レポート グループに割り当てられているシステムで実行されている各種のアプリケーション

のトランザクション レートが表示されます。レポートのテーブルの情報はグラフとしても表示されます。アクティブなアプリケーション別に、テーブ



ルに次のカラムが表示されます。 

[Completed] = 正常に完了したトランザクションの数。
[Aborted] = 完了せずに中断したトランザクションの数。
[Violations] = サービス レベルの目標 (SLO: Service Level Objective) を超えて正常に完了したトランザク
ションの数。
[SLO Percent] = 正常に完了したトランザクション数に対するサービス レベルの目標違反数のパーセン
ト。
[SLO Limit] = サービス レベルの目標のタイム リミット (秒数)。
[Response Seconds] = トランザクションの正常な完了に要した平均時間。
[Abort Seconds] = 中断したトランザクションに要した平均時間。

●     [System Up Time] － このレポートには、グループ内のシステム別にアップタイムとダウンタイムの統計がテーブルとして表示されます。[All-
Day Up Time percent] に表示されるデータは、データベースの日付範囲を対象として 1 日 24 時間の統計です。データは、スケジュールされてい
る作業シフト別にも示されます。

●     [Systems Performing Each Transaction] － 監視対象のデータの種類は、グループに応じてカスタマイズされます。このレポートは、アプリ
ケーション別、トランザクション別、システム別に情報を編成します。このデータは、異なるシステム間でアプリケーションのパフォーマンスを比較
するときに便利です。このレポートを使用して、ハードウェア、ソフトウェア、または構成の差異がシステムのパフォーマンスに与える影響を確認で
きます。監視対象のデータの種類別に、テーブルに次のカラムが表示されます。 

[Completed] = 正常に完了したトランザクションの数。
[Aborted] = 完了せずに中断したトランザクションの数。
[Response] = トランザクションの正常な完了に要した平均時間 (秒数)。
[SLO Percent] = 正常に完了したトランザクション数に対するサービス レベルの目標違反数のパーセン
ト。

●     [Top Applications by CPU] － このレポートには、グループに割り当てられている各システムでのアプリケーション別の CPU 使用率が表示され
ます。すべてのシステムの合計は円グラフで示されます。システム別のデータはテーブルとして示されます。

●     [Top Busy CPU Systems] － このレポートには、レポート期間中の CPU サイクル数が最も多い (グループに割り当てられている) システムが表
示されます。各システムの平均 CPU ビジー率がグラフで示されます。システム別のグラフには、一定時間に各システムが費やした CPU サイクル数に
関する情報がより詳細に表示されます。

●     [Top Busy Disk Systems] － このレポートには、レポート期間中のディスク転送数が最も多い (グループに割り当てられている) システム が表示
されます。各システムのディスク転送の総数がグラフで示されます。システム別のグラフには、一定時間での各システムのディスク転送レートに関す
る情報がより詳細に表示されます。

●     [Top Busy Memory Systems] － このレポートには、レポート期間中のディスク スワッピング レートが最も高い (グループに割り当てられてい
る) システム が表示されます。ディスク スワッピング レートが高いシステムほど、より多くの RAM が必要です。各システムの平均ページアウト/秒
がグラフで示されます。システム別のグラフには、一定時間での各システムのメモリ ページアウト レートに関する情報がより詳細に表示されます。

●     [Top Busy Network Systems] － このレポートには、レポート期間中のネットワーク パケット転送レートが最も高い (グループに割り当てられ
ている) システムが表示されます。各システムの平均ネットワーク パケット転送数/秒がグラフで示されます。システム別のグラフには、一定時間での
各システムのネットワーク パケット転送レートに関する情報がより詳細に表示されます。

●     [Top File System Utilizing Systems] － このレポートには、レポート期間中のファイル スペース使用率が最も高い (グループに割り当てられ
ている) システムが表示されます。各システムの平均ファイル スペース使用率がグラフで示されます。システム別のグラフには、一定時間での各シス
テムの平均ファイル スペース使用率に関する情報がより詳細に表示されます。

●     [Transactions by System] － 監視対象のデータの種類は、グループに応じてカスタマイズされます。このレポートは、システム別、アプリケー
ション別、トランザクション別に情報を編成します。このデータは、特定のシステムで異なるアプリケーション間のパフォーマンスを比較するときに
便利です。最適なパフォーマンスのために特定のソフトウェアの再構成が必要であることがレポートから判明する場合があります。監視対象のデータ
の種類別に、テーブルに次のカラムが表示されます。 

[Completed] = 正常に完了したトランザクションの数。
[Aborted] = 完了せずに中断したトランザクションの数。
[Response] = トランザクションの正常な完了に要した平均時間 (秒数)。
[SLO Percent] = 正常に完了したトランザクション数に対するサービス レベルの目標違反数のパーセン
ト。

他の OpenView 製品のレポート パッケージの追加

OpenView 製品の一部には、インストール後に自動的にレポート テンプレート群をロードするレポート パッケージが含まれ
ています。Reporter は、このテンプレートを使用して新しくインストールされた製品のレポートを作成できます。ただし、
Reporter のメイン ウィンドウ内で製品のレポート パッケージを手動でインストールする場合もあります。

レポート パッケージを選択するには、次の手順に従います。 

1.  Reporter のメイン ウィンドウを開き、[ファイル]→[構成]→[レポート パッケージ] の順に選択します。
2.  表示されるダイアログで、インストールした製品のパッケージを選択します。



製品のパッケージが自動的にインストールされるか、手動で (上のダイアログ ボックスを使用して) Reporter に統合するかに
ついては、該当する OpenView 製品のマニュアルを参照してください。

Web ページとしてのレポートの表示

レポートは Microsoft Internet ExplorerTM または Netscape NavigatorTM などの Web ブラウザを使用して表示できます。 

●     Reporter がインストールされているシステムからレポートを表示するには、ツールバーの [レポートの表示] ボタンをクリックするか、階層でレポー
ト名を右クリックして [レポートの表示] を選択します。

●     Web サーバーを使用してレポートを表示するには、Reporter システムの URL へのリンクを作成します。たとえば、次の URL へのリンクを作成しま
す。
http://<reporter_server>/HPOV_Reports/reports.htm

 メモ : Reporter システムの完全修飾ドメイン名を指定する必要があります。
●     このトピックの詳細は、このマニュアルの「拡張トピック」の章を参照してください。

Reporter のデータ

Reporter のデータへのアクセス － Reporter のデータは、Reporter がインストールされているシステムに集められます。同
じ OpenView エージェントからのデータを集める領域を複数構成できます。

Reporter のデータの保存 － Reporter のデータはデフォルトでは 7 日間保存されます。ほとんどのレポートはデフォルト設
定になっています。この設定を変更するには、各メトリック リストを編集します。少ない日数のデータを含むレポートを作
成するには、レポート定義を編集し、必要な [日付範囲] を選択します。この方法により、同じデータベースからデータ量の
異なるレポートを作成できます。

Reporter のデータの常駐場所 －  Reporter がアクセスするデータは、オープン データベース コネクティビティ (ODBC) を
サポートするリレーショナル データベースに一括保存されます。Reporter にはデフォルトのデータベースがあります。中央
レポート作成システムのプログラムが ODBC コールによりデータベースにアクセスできるため、データベースは中央レポー
ト作成システムに常駐させる必要はありません。現在サポートされているデータベースについては、リリース ノートを確認
してください。

メモ : オープン データベース コネクティビティ (ODBC) は多くのベンダーによりサポートされている業界標準であり、アプリケーションは各種のデータ
ベース フォーマットのデータを共有できます。



前述のとおり、Reporter には自動的に作成される各種のレポートが組み込まれています。レポート定義を変更し、レポート
に取り込むデータの日付範囲やシフトなどを指定できます。デフォルト レポートのレポート定義を変更するだけで、組織の
ニーズを満たすレポートを作成できる場合があります。その場合は、このセクションをスキップできます。ただし、独自のカ
スタム レポートを作成する場合は、このセクションを通読してください。

新しいレポート テンプレートは、新しいメトリック リストまたは変更したメトリック リストのデータについてレポートする
ときに必要です。カスタム レポートを使用して、この新しいリストに基づいて収集されたデータを表示できます。ここで
は、Reporter に組み込まれているレポート テンプレートを変更する方法を説明します。デフォルト テンプレートを変更する
場合は、元のレポートとテンプレート名はそのままにして、新しいレポートおよびテンプレート名で変更を保存することを推
奨します。

Business Objects 社の Crystal ReportsTM

レポート テンプレートを作成または変更するには、最初に Crystal Reports を購入する必要があります。Business Objects 社
が開発した Professional バージョンを推奨します。詳細は、Web サイト www.businessobjects.com を参照してください。

レポート テンプレートの作成については、Crystal Reports のマニュアルを参照してください。以下に示す手順は、この情報
を補足するものであり、テンプレートを Reporter に統合する方法を説明しています。 

手順 1 : データベースを指定します。

Crystal Reports で新しいレポート テンプレートを作成するときに、レポートのデータのデータ ソースを指定する必要があり
ます。Reporter のデータベースにアクセスする方法が複数ある場合でも、ODBC 方式を使用することを推奨します。この方
式では、Reporter の基礎データベースを移動した場合にレポート テンプレートを変更する必要がありません。 

■     Crystal Reports を開きます。
■     [ファイル] メニューから [新規作成] をクリックします。
■     Crystal Report ギャラリで、[標準] を選択します。
■     [SQL/ODBC] ボタンをクリックします。
■     [ODBC サーバー タイプ] のリストから [ODBC-Reporter] をクリックします。

手順 2 : データベース テーブルを選択します。 

データベースを選択した後、使用するデータがあるテーブルを選択する必要があります。 

■     レポートに使用するテーブルを選択します。
複数のテーブルを選択する場合、リンク方法を指定するように求められます。

推奨するリンクは、次のとおりです。
(most).SYSTEMNAME リンク先 GROUPS.SYSTEMID
(most).SYSTEMNAME リンク先 SYSTEMS.SYSTEMID
GROUPS.SYSTEMID リンク先 SYSTEMS.SYSTEMID

次のテーブルは、Reporter 内のデフォルトのメトリック リスト名に対応する名前になっています。各テーブルは各メトリッ
ク リストに従って収集されたデータを保存します。メトリック リストを追加すると、追加のテーブルが作成され、追加のレ
ポートを作成できます。各データベース テーブルはメトリック リスト名に従って命名されます。

データベース 
テーブル

内容 用途

http://www.businessobjects.com/


APPLICATION 各システムのアクティブなユーザー定義の各アプリケーショ
ンをレコード (行) 別に示します。データ ポイントは 1 時間
単位です。

最もアクティブなアプリケー
ションを示すレポートに使用
します。

GLOBAL 全体のアクティビティ、リソースなどを 1 時間単位でレコー
ド (行) 別に示します。

システム、リソースの使用率
など、全体のステータスを示
します。

TRANSACTIONS 各アプリケーション応答測定 (ARM: Application Response 
Measurement) トランザクションを 1 時間単位でレコード 
(行) 別に示します。

サービス レベルの適合性とビ
ジネス トランザクションのボ
リュームを示します。

DOWNTIME システムが使用可能であった各シフトを 1 日単位でレコー
ド (行) 別に示します。

システムの起動時間と停止時
間をレポートします。

その他のテーブルは Reporter のアクションを制御し、そのステータスを保持します。これらのテーブルの情報は、一般にユ
ーザーは利用しませんが、役立つ情報が含まれることもあります。

データベース 
テーブル

内容 用途

COMPLETED Reporter で実行を完了した各プログラ
ムをレコード (行) 別に示します。

Reporter のさまざまなプログラムの実行時間を追
跡します。

DATASOURCES 各 OpenView エージェントで検出され
たデータ ソースとクラスのリストで
す。

[DataClasses] レポートと [DataSources] レポ
ートを表示します。

GROUPS 各システム グループに属するシステム
のリストです。

グループに属するシステムの名前を表示します。

SYSTEMS 検出されたシステムのリストです。 [DiscoveredSystems] レポートを表示します。
また、このテーブルを別のテーブルとリンクし、
システムに関する追加情報を表示することもでき
ます。

手順 3 : レポートで使用するフィールド (メトリック) を選択します。

メトリックを選択する前にメトリックの詳細を確認する場合は、OpenView エージェントのマニュアルでメトリックの説明を
参照してください。 

■     レポートに含めるフィールドを選択します。

メトリック リストに従って作成される各テーブルには、次のフィールドが表示されます。 
フィールド 説明

ID テーブルの各行に順番に割り当てられた番号です。ほとんどの場合、これはレポートと関
係ありません。

SYSTEMNAME データを提供したシステムの名前です。このシステム名は、[SYSTEMS] テーブルの 
[SystemID] フィールドと一致します。

DATETIME データ抽出期間の開始日時です。データ ポイントが正時の場合、8:00 は 8:00 ～ 8:59 の
データを表します。時刻は、データを収集したシステムの地方時です。

GMT グリニッジ標準時 (または世界標準時) で指定した日時です。

SHIFTNAME
シフトが最初にレコードに取り込まれたときの名前を示す文字列。このフィールドには、
ユーザー定義のシフトから外れる休日や時間を「HOLIDAY」や「OFFSHIFT」として示
すこともできます。



"インスタンス識別子" 同じインターバルで複数のインスタンスが記録されるクラスの場合、各インスタンス固有
の識別子が (メトリック リストには明示的に入力されていなくても) テーブルに挿入され
ます。たとえば、アプリケーションのインスタンス識別子は APP_NAME、トランザク
ションのインスタンス識別子は TT_NAME です。 

各インターバルで 1 つのインスタンスのみが記録されるクラスの場合 (GLOBAL など)、
インスタンス識別子は存在しません。

手順 4 : Crystal Reports を使用してテンプレートを作成します｡

Crystal Reports で使用可能なフォーマット オプションを確認できます。Crystal Reports の機能を最大限活用し、わかりやす
く質の高いレポートを作成するには、Crystal Reports のマニュアルを参照してください。Reporter データベースのデータで
レポートを作成する前に、レポートをプレビューします。レポートのレイアウトに問題がない場合は、次のセクションに進
み、レポート テンプレートを保存します。

日付範囲をサポートするレポート テンプレートの作成

レポート定義では、日付範囲を指定してデータベースから選択するデータを限定できます。この機能をサポートするには、レ
ポート テンプレートに特別な選択項目を追加します。

●     Crystal Reports で、[選択エキスパート] ボタンをクリックします。
●     DATETIME のフィールド、または日付を示すフィールドを強調表示します。
●     DATETIME が「is」、「in the period」、「AllDatesToToday」である行を選択するように [選択エキスパート] を調整します。

このレポート テンプレートを使用すると、「AllDatesToToday」が、レポート定義でユーザーが選択した日付範囲に置
き換えられます。

シフトをサポートするレポート テンプレートの作成

選択したシフトをサポートするために、レポート テンプレート内に特別な機能は必要ありません。唯一の条件は、レポート
が参照するデータベース テーブルに [SHIFTNAME] フィールドがあることです。

手順 5 : テンプレートを保存します。

テンプレートを保存するにはディスク領域を確保し、レポートを作成する Reporter システムからレポートにアクセスできる
ことを確認します。 

■     Crystal Reports の [ファイル] メニューで、[データをレポートとともに保存] オプションを無効にします。
■     ネットワークにマウントされていないディスクにテンプレートを保存します。

(Reporter はバックグラウンド サービスを使用してレポートを作成します。その間、システムにログオンし続ける必要はありません。通常、ネットワ
ーク ドライブはログオン時にのみマウントされます。)

アクセスを容易にするには、Reporter の標準テンプレートと同じディレクトリにレポート テンプレートを保存し、同じ命名
方式を使用します。Reporter の標準テンプレートは <install_directory>¥data¥reports ディレクトリに保存されます。インスト
ール時にデフォルトのディレクトリを変更した場合は、異なるディレクトリになります。

標準テンプレート名の接頭辞は、次のとおりです。

a_ すべての (ALL) システムに適用されるレポート用
g_ システム グループに適用されるレポート用
s_ 単一システムに適用されるレポート用

3 種類の レポート テンプレート

Reporter が現在認識するレポート テンプレートは、ALL (接頭辞 "a_")、グループ (接頭辞 "g_")、単一システム (接頭辞 "s_") 
の 3 種類です。最も簡単に作成できるテンプレートは ALL です。このテンプレートでは、データベース内のすべてのデータ
についてレポートを作成します。以下の手順を省略する場合は、レポート テンプレート名の接頭辞を a_ とし、レポート テ
ンプレートを ALL に分類してください。この分類を使用すると、後で他のテンプレートを簡単に作成できます。ALL テンプ
レートに選択条件を追加することにより、グループ テンプレートまたは単一システム テンプレートとして使用できます。

単一システム レポート － 単一システム レポート テンプレートでは、データベース テーブルの 1 つのシステムからのみデー



タを選択します。この場合に使用されるシステムは、Reporter 階層内で選択してレポートをドラッグした先のシステムで
す。単一のシステムにレポートをドラッグすると、そのシステムがレポートの作成時に選択されます。同じテンプレートを使
用して複数のシステムのレポートを作成できます。単一システム レポート テンプレートの作成手順は、次のとおりです。

■     Crystal Reports で、[選択エキスパート] ボタンをクリックします。 
■     [SYSTEMNAME] フィールドまたは [SYSTEMID] フィールドを強調表示します。これらのフィールドがない場合は、単一システムのレポートを作成

できません。 
■     SYSTEMNAME (または SYSTEMID) が「is」、「equal to」である行を選択するように [選択エキスパート] を調整します。次に、使用可能なシステ

ム名のいずれかを選択します。 

このレポート テンプレートを使用すると、選択したシステム名がレポートをドラッグした先のシステム名に置き換えられま
す。標準の命名方法に従ってレポートに名前を付けるには、各単一システム レポート テンプレートに接頭辞 s_ を付けて保
存します。

グループ レポート － グループ レポート テンプレートでは、選択されたシステム グループに属するシステムのみを選択しま
す。グループ レポート テンプレートの作成方法は、単一システム レポート テンプレートの作成方法と同じです。ただし、
後者にはすべてのデータ テーブルにシステム名はありますが、グループ名はありません。グループ名でグループを選択する
には、最初に「GROUPS」テーブルをデータ テーブルにリンクする必要があります。レポート テンプレートが ALL レポー
ト テンプレートとしてすでに使用されている場合でもリンクできます。

■     [GROUPS] テーブルを追加し、レポート テーブル内にリンクします (Crystal Reports, 10.0 のオンライン ヘルプで「データベース/レポートへのデ
ータベースの追加 (Database/Add Database to Report)」を参照してください)。

■     [GROUPS] テーブルを選択します。
■     データベース テーブルの [System Name] フィールドからグループ テーブルの [SystemID] フィールドにドラッグしてリンクを調整します。
■     2 つのテーブルの ID フィールド間にリンクが表示された場合は、そのリンクを選択して [削除] ボタンを押し、削除します。

終了すると、リンク ダイアグラムが次のようになります。

完了するには、次の手順に従います。 

■     [レポート/選択エキスパート] に移動し、[GROUPS.GROUPNAME] フィールド、「is」、「equal to」を選択します。
■     任意の有効なグループを選択します。
■     グループ レポート テンプレートを接頭辞 g_ を付けて保存します。

後で Reporter でこのレポートをグループ上にドラッグすると、上でテンプレート作成時に選択したグループ名が、ドラッグ
先のグループの名前に置き換わります。

手順 6 : レポート定義を Reporter に追加します。

作成したレポート テンプレートを Reporter で使用できるようにするには、[レポート] アイコンを右クリックし、[レポート定
義の追加] を選択します。表示されるダイアログ ボックスのフィールド (以下) に入力し、[追加] を選択します。



上の図は、ALL、グループ、単一システムの各レポート テンプレートを使用するレポート定義の例です。

[レポート名] Reporter のメイン ウィンドウの階層内で [レポート] アイコンの下に表示される名前。スク
ロールせずに読めるように短い名前にします。レポートの内容を表すような名前にします。
同じレポート定義を使用して、すべてのシステム (ALL)、システム グループ (Group)、単一
システム (Single System)、またはこれらの組み合わせに対してレポートを作成できます。テ
ンプレートのファミリ全体を表すようなレポート名を選択します。

[コピー元] 入力済みのレポート定義に似た定義を入力する場合は、[コピー元] リストでその定義を選択
すると、入力の手間が少し省けます。

[内容] レポートを一覧表示するメイン Web ページでレポートを識別するためのラベル。Web ブラ
ウザでレポートを表示したときに、レポートの内容がわかるような説明を入力します。

[カテゴリ] レポートをカテゴリ別に並べ替えて分類できるようにします。このフィールドは、Web ペー
ジのリンクの作成時にすべてのレポートを並べ替えることにより、Web ページのレイアウト
を制御します。新しいカテゴリにレポートが追加されるたびに、カテゴリ タイトルが追加さ
れます。 

カテゴリを厳密なアルファベット順とは異なる順に並べ替える特別な機能があります。この
機能を使用するには、カテゴリの最初に数値とオプションのスペースを使用します。これら
の数値を使用して決定される並べ替え順は、リンク先の Web ページには出力されません。
数値を使用して、各カテゴリ内のレポートの順番を指定することもできます。通常、カテゴ
リは入力順に並べ替えられますが、リンクの Web ページに追加される前に、先行する数値
とスペースが削除されます。

[すべて] ALL タイプのレポートに使用する Crystal Reports テンプレートの名前。グループ テンプレ
ートおよびシステム テンプレートに必要な特別な選択基準を入力していない場合は、この
フィールドにレポート テンプレート名を入力します。必要に応じて、先行する 
<install_directory>¥data を省略できます。エクスプローラなどのファイル検索ウィンドウを
使用してテンプレートを検索するには、[ブラウズ...] ボタンを使用します。

[グループ] グループ レポートに使用する Crystal Reports テンプレートの名前。このレポート テンプレ
ートでは、[Group name is equal to …] に選択基準を指定する必要があります。必要に応じ
て、先行する <install_directory>¥data を省略できます。

[システム:] 単一システム レポートに使用する Crystal Reports テンプレートの名前。このレポート テン
プレートは、[System Name is equal to …] または [SystemID is equal to …] に選択基準を
指定する必要があります。必要に応じて、先行する <install_directory>¥data を省略できま
す。レポート定義では、1 つ、2 つ、または 3 つすべてのテンプレートを使用できます。

[HTML ディレ
クトリ]

レポート Web ページを保存するディレクトリ。レポートの作成時にこのディレクトリが存
在しない場合は作成されます。通常、HTML ディレクトリは <install_directory>¥data
¥webpages ディレクトリの下に作成されます。必要に応じて、先行する <install_directory>
¥data を省略できます。

[日付範囲] 特定の日付範囲のデータを取り込むようにレポートを変更するには、ドロップダウン リスト
から日付範囲を選択します。

[シフト名] 24 時間以内の特定の時間帯からデータを取り込むようにレポートを変更するには、ドロップ
ダウン リストからシフトを選択します。シフトの詳細は、「シフトのカスタマイズ」を参照
してください。



[データベース
名]

ほとんどのレポートのデータは Reporter データベースに要約されて保存されます。保存先
が Reporter データベースである場合、このフィールドは空白になります。保存先が 
Reporter データベースとは別のデータベースのデータをレポートで使用する場合は、ここで
そのデータベースを選択します。詳細は、「他のデータベースからのレポート作成」を参照
してください。

[最大実行時間] 特定のレポートの作成試行時間は 30 分です。30 分が経過すると、レポート作成プログラム 
RepCrys は次のレポートに移動します。レポートが最大実行時間に設定した分数を超えた場
合は、そのレポートの実行分数を増やす必要があります。RepCrys プログラム自体のタイム
アウトを延長することもできます。詳細は、「Reporter のカスタマイズ」で「タイムアウ
ト」を参照してください。

グループ レポートとシステム レポートの作成機能の強化 

Reporter では、ALL テンプレートからグループ レポートとシステム レポートを自動的に作成できるようになりました。

特定のレポートの ALL テンプレートを目的のレポートのグループ テンプレートとシステム テンプレートに割り当てるには、
次の手順に従います。

1.  Reporter のメイン ウィンドウを開きます。
2.  Reporter のメイン ウィンドウの左ペインで、目的のレポートをクリックして選択します。
3.  F5 キーを押して、選択したレポートの定義をメイン ウィンドウの右ペインに表示します。
4.  ALL レポートに割り当てられているテンプレートをグループ レポートとシステム レポートにコピーします。
5.  [すべて保存] をクリックします。

RepCrys を実行してレポートを作成します。割り当てられている ALL テンプレートからグループ レポートとシステム レポー
トが作成されます。



 第 5 章 Reporter のカスタマイズ

Reporter には、顧客の入力情報と需要の調査に基づき慎重に選択したアクションとレポートのデ
フォルト セットが用意されています。通常、デフォルト セットはユーザーのニーズを満たしてい
るため、設定を変更せずに Reporter を実行できます。ただし、Reporter はデフォルト設定を変更
できる高度な柔軟性を備えています。この章では、変更可能な領域を一般的なニーズの高い順に
説明します。

■     検出のカスタマイズ
■     アクションの実行時間の変更
■     新しいシステム グループの作成
■     顧客レポート グループの追加 (顧客別のレポート作成)
■     システムから収集されるデータのカスタマイズ (新しいメトリックの作成)
■     タイムアウト
■     シフトのカスタマイズ
■     他のデータベースからのレポート作成

検出のカスタマイズ

OpenView Performance Agent (MeasureWare Agent) を実行している Windows または UNIX シス
テムは、次のプロセスを通じて検出されます。

●     (a) Reporter はシステム名のリストを作成します。
●     (b) Reporter は各システムにアクセスし、アクティブな OpenView エージェントの有無を確認します。

検出プロセスは、次に示すように、いくつかの方法で変更できます。

メモ : OpenView Operations (OVO) サブエージェントのみを実行しているシステムの検出プロセスをカスタマイズす
ることはできません。

最初は、Reporter のローカル ネットワーク ドメイン (通常はユーザーのローカル ドメイン) で、
エージェントがインストールされているシステムのみが検出され、検出リストが作成されます。
この検出リストを拡大または制限してレポート対象のシステムを増減できます。検出リストを表
示するには、左ペインで [検出範囲] を選択します。右ペインに検出リストが表示され、ネットワ
ーク、ドメイン、単一システムを参照できます。右ペインに表示された検出リストにネットワー
クまたはドメインが含まれている場合は、そのネットワーク内またはドメイン内のすべてのシス
テムが検索されます。

[検出範囲] の各レベルを展開すると、検出可能なネットワーク、ドメイン、システムが表示されま
す。



システムを追加するには、左ペインから右ペインにシステムをドラップ アンド ドロップし、[検出
範囲] リストに追加します。
システムを削除するには、右ペインで削除するシステムを右クリックし、表示されるドロップダ
ウン メニューで [削除] を選択します。

[検出範囲] に含まれるネットワーク、ドメイン、システムは、Windows オペレーティング システ
ムに基づくため、すべての使用可能なシステムを表しているわけではありません。Reporter で
は、次の 4 つの方法でシステムを検出対象として構成できます。

1.  Windows ネットワークに認識されているネットワーク、ドメイン、システムをドラッグ アンド ドロップで [検出
範囲] リストに追加します。

2.  OVO データベースで検出したシステムで OpenView Performance Agent の有無を自動的に確認します。
3.  Windows ネットワークに認識されていないシステムなど、単一システムを検出リストに追加します。
4.  外部ソースのシステムを検出するためのリストを手動で作成します (リストは「バルク」検出対象のシステムの名前/

位置を含みます)。

いずれの検出方法でも、検索するシステム名をネットワーク アドレスに変換する必要がありま
す。変換の可否を判断するには、Windows でコマンド プロンプトを実行し、システムに対して
「ping」コマンドを発行します (ping system_name)。ping コマンドが成功した場合、その 
system_name は検出対象として有効です。

検出範囲に含まれない単一のシステムの検出 ([システムの追加])

Reporter システムが常駐する Windows ネットワーク外のシステムでも、そのシステムに対して 
Reporter からアクセスできる (システムに対して「ping」できる) 場合は、そのシステムを追加で
きます。[検出範囲] にシステムを追加する方法は、次のとおりです。 

1.  [検出範囲] を右クリックし、[システムの追加] を選択します｡
2.  表示されるダイアログ ボックスで、システム名を入力します。

[システムの追加] を使用してシステム名を追加すると、そのシステムで OpenView Performance 
Agent を実行していない場合は、Repoter により警告が発行されます。

検出範囲に含まれない複数のシステムの検出 ([バルク検出])

Windows オペレーティング システム外の複数のシステムを検出するには、「バルク検出」と呼ば
れる方法を使用するのが効率的です。この方法は、Windows ネットワーク システム内では識別さ
れないために [検出範囲] に取り込まれない UNIX システムに対して有効です。上で説明した方法
に従って一度に 1 つずつ UNIX システムを追加することもできますが、この種の作業を繰り返す
のは時間がかかります。バルク検出では、検出対象システム名のリストをテキスト ファイルで作
成します。詳細については、Reporter オンライン ヘルプの「バルク検出」を参照してください。
検出プログラムは、このリスト内の各システムについて OpenView Performance Agent の有無を
確認します。

システムのリストを作成するには、UNIX 上の /etc/hosts や Network Node Manager ソフトウェア
など、他のネットワーク トポロジ スキームから、すべての認識されているシステム名をエクスポ
ートできます。Reporter は検出の第 1 段階でこのシステム リストを代わりに使用します。



メモ : [システムの追加] 方法とは異なり、バルク検出では、リスト内のシステムで OpenView Performance Agent が
見つからないためにシステムを検出できなかった場合でも、警告メッセージは発行されません。

 

アクションの実行時間の変更

初期設定では、アクションは早朝に実行されます (詳細は「Reporter の機能」に記載されていま
す)。システムのアイドル時間を活用するために、デフォルトで、この時間帯にアクションがスケ
ジュールされています。ただし、スケジュールを変更して別の時刻にアクションを実行すること
もできます。たとえば、ネットワーク内の多くのシステムの電源を毎夕切断する場合、Reporter 
を夜間に実行すると、これらのシステムの検出とデータ収集は実行できません。このような場
合、昼休みに実行するように検出プログラムと収集プログラムを再スケジュールできます。

すでにスケジュールされているプログラムの実行時間を変更するには、Reporter ウィンドウの左
ペインの [スケジュール] アイコンを使用します。[スケジュール] またはその下の各項目を選択す
ると、スケジュールされているプログラムが右ペインに表示されます。必要なプログラムを右ク
リックし、[編集] をクリックします (または、必要なプログラムをダブルクリックします)。次に、
選択したプログラムの実行に関するスケジュール パラメータを編集します。

すべてのプログラムの実行に関するスケジュール設定を変更するには、[スケジュール] アイコンの
横のプラス記号をクリックし、その下に表示されるプログラムの 1 つを右クリックします。[グロ
ーバル設定] を選択すると、プログラム設定のリストが表示されます。すべてのプログラム (たと
えば、すべての収集プログラム) が変更されます。この方法での変更は、新しく検出されるシステ
ム用のプログラムに適用されます。たとえば、収集プログラムの [作業時刻] を 12:15 p.m. に変更
すると、現在スケジュールされているすべての収集プログラムが、昼休みに実行されます。さら
に、新しい収集プログラム (新しく検出されるシステム用) は、新しい実行時間である 12:15 p.m. 
に自動的にスケジュールされます。

次のスケジュール パラメータは、[グローバル設定] を使用して変更できます。

設定 説明

作業日 次回のプログラム実行がスケジュールされている日付

作業時刻 次回のプログラム実行がスケジュールされている時刻

作業リセット プログラムを繰り返す回数

実行時間 (分) プログラムの実行可能時間

最大同時実行数 同時に実行可能なプログラムの最大数

 メモ : プログラムに応じて一部の設定を適用または変更できない場合は、その設定は表示されません。



 新しいシステム グループの作成

システムは、検出されると自動的に [検出されたシステム] アイコンの下に配置されます。システ
ムの検索やレポート作成を円滑にするために、システムをグループ分けできます。各システムは
複数のグループに追加できます。ALL グループにはすべてのシステムが属します。

システムは手動でグループに追加できます。[検出されたシステム] アイコンを右クリックし、[グ
ループの追加] を選択します。グループを選択し、他のグループから右ペインにシステムをドラッ
グ アンド ドロップすると、新しいグループにシステムが追加されます。特徴が似ているシステム
をグループとして編成すると、システム単位ではなくグループ単位でデータ収集やレポート作成
などのアクションを実行できます。

システムの検出時に自動的にグループに追加するように設定することもできます。[ファイル] メ
ニューの [構成] サブメニューから [自動グループ] を選択すると、表示されるダイアログ ボックス
を使用して、自動的にグループに追加するためのパラメータを入力できます。この機能の詳細
は、第 7 章の「拡張トピック」の「自動システム グループ」を参照してください。デフォルトで
は、Reporter は検出した各システムを、オペレーティング システム別のグループ (HP-UX、
Windows システムなど) に自動的に追加します。OpvenView Operations (OVO)システムが含まれ
る場合、OVO データベースで検出されたすべてのシステムが ITO グループに追加されます。

特別なグループを使用することもできます。Reporter のメイン ウィンドウで、[ファイル] メニュ
ーの [構成] サブメニューで [オプション] をクリックします。 

■     前述のとおり、検出されたすべてのシステムは、特別なグループ ALL に属します。ALL 以外のグループからシステ
ムを削除すると、システムはそのグループからのみ削除されます。ALL グループからシステムを削除すると、システ
ムとシステムのすべてのデータが Reporter データベースから削除されます。

■     このダイアログ ボックスでは、NEW グループを自動的に作成し、新しく検出されたシステムをそのグループに追
加するように Reporter を設定できます。この機能は、手動でシステムをグループに分ける場合に役立ちます。
NEW グループ内のシステムをグループに割り当てた後、NEW グループを削除します。NEW グループが再表示され
たときは、新しく割り当てるシステムがあることがわかります。

■     OVO システムも検出する場合は、OVO ノード グループを自動的に作成できます。これらのグループ名は OVO デ
ータベースからコピーされます。OVO ノード グループ (およびそのグループ内のシステム) は、Reporter の階層
の [検出されたシステム] に自動的に表示されます。

 顧客レポート グループの追加

[顧客] 機能を使用すると、顧客別にシステムをグループ分けできます。レポートの作成時に、各顧
客が所有するシステムのみのデータを使用して、顧客別レポート セットが作成されます。顧客別
レポート セットは <install_dir>¥data¥webpages¥customers¥<customer_name> に保存されます。



顧客レポート機能は、Reporter のメイン ウィンドウの左ペイン内で使用でき
ます｡左ペインでは、最上位の [Reporter 管理] フォルダの下に、他のすべて
のフォルダが表示されます｡その中の [顧客] フォルダを右クリックすると、新
規または既存の顧客を作成または削除できます｡ 

顧客を作成すると、その顧客に関するレポートが入るディレクトリ (フォル
ダ) が作成されます。

 メモ : 顧客名に空白を含めると、ディレクトリ名では空白が下線文字に置換されます。たとえば、顧客名 Wells Fargo 
を入力すると、ディレクトリ ¥wells_fargo¥ が作成されます。顧客別レポート セットは、Reporter のメイン Web ページ
からアクセスできます。

顧客を作成するには、次の手順に従います。 

1.  Reporter ウィンドウの左ペインで、[顧客] を右クリックし、[顧客の追加] を選択します。
2.  ダイアログ ボックスで、顧客名とパスワードを入力します。
3.  [保存] を選択します。

顧客名を変更するには、次の手順に従います。

1.  [顧客] ノードを展開してすべての顧客を表示し、目的の顧客を選択します。
2.  顧客を右クリックし、[顧客名の変更] を選択します。
3.  新しい顧客名を入力します。顧客名を変更しても、その顧客に関するすべての設定およびシステムは変更されませ

ん。



顧客を削除するには、次の手順に従います。

1.  [顧客] ノードを展開してすべての顧客を表示し、目的の顧客を選択します。
(右ペインにすべての顧客が表示されます)

2.  顧客を選択し、Delete キーを押します。その顧客に関する設定およびシステムがすべて削除されます。

顧客にレポートを割り当てるには、次の手順に従います。

1.  [顧客] をダブルクリックして左ペインのツリーを展開し、顧客名の一覧を表示します。顧客名を選択します。
2.  [レポート] をダブルクリックします。左ペインで、割り当てるレポートを含むグループをダブルクリックします。

そのグループのレポートが一覧表示されます。割り当てるレポートを 1 つ以上選択し、右ペインにドラッグする
と、選択した顧客のレポートとして追加されます。

顧客からレポートを削除するには、次の手順に従います。

1.  右ペインで、目的の顧客の下の [レポート] ノードを展開します。
2.  目的のレポートを右クリックし、[削除] を選択します。

または、レポートを選択後に Delete キーを押します。

レポートは、顧客とグループの関連付けに基づいて作成されます。つまり、グループ レポートは
顧客別に作成されますが、その顧客が所有するシステムのみが表示されます。

   システムから収集するデータのカスタマイズ

Reporter には、各システムから収集するデータを決定するためのメトリック リストがあらかじめ
定義されています。また、Reporter は集計レベルに従ってデータを平均化します (デフォルトの 1 
時間の平均、5 分、10 分、15 分、30 分、3 時間、6 時間の各平均など)。

[メトリック リストの追加] － 左ペインの [メトリック リスト] アイコンを使用して、独自のメト
リック リストを追加できます。Reporter では、OpenView Performance Agent からのデータ用の
メトリック リストを作成し、データを収集するシステムまたはシステム グループとそのリストを
関連付けることができます。

 メモ : メトリック名にはスペースを挿入できません。

OVO システム用のメトリック リストは固定であり、変更できません。OVO メトリック リストに
ついては、データの保存日数は変更できますが、メトリックの追加または削除はできません。

新しいメトリック リストを作成する主な理由は、新しいデータ ソースから収集するデータについ
て Reporter に指定するためです。データ ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 技術に基づ
く OpenView Performance Agent ログ ファイルのデータにアクセスする場合、この DSI データを
収集するためのメトリック リストを作成し、Reporter のデータベースにそのリストを追加できま
す。



[メトリック リストの編集] － 既存のメトリック リストは編集できます (追加のメトリックを収集
する場合など)。必要に応じて、同じ OpenView Performance Agent データ ソースに対して複数の
メトリック リストを作成できます。たとえば、1 時間に 1 回グローバル データを収集して 7 日間
保存するように、1 つのリストを作成できます。次に、1 日に 1 回グローバル データを収集して 
365 日間保存するように、別のメトリック リストを作成できます。既存のメトリック リストから
メトリックを削除すると、一部のデフォルト レポートを作成できなくなることがあります。メト
リックの削除には、十分注意してください。

メモ : 追加のデータを Reporter のデータベース内に収集しても、このデータはレポートには表示されません｡カスタム 
メトリック リストに基づくレポートを作成するには、Crystal Designer を購入する必要があります。Crystal Designer を
使用すると、必要なデータを表示するレポート テンプレートを作成できます。レポート テンプレートの作成後、そのテンプ
レートを使用してカスタム メトリック リストの新しいデータを Web ベースのレポートにフォーマットするためのレポート
定義を Reporter で追加できます。

メトリック リストを別のシステムまたはシステム グループに追加するには、左ペインから右ペイ
ンにリストをドラッグします。右ペインには、追加先のグループまたはシステムを表示しておき
ます。

 タイムアウト

Reporter は、各プログラムを実行する Master Scheduler でアクションを完了するときに、適切に
実行できないプログラムが他のプログラムの実行の妨げにならないようにします。Reporter は、
この目的のために、プログラム (収集プログラムなど) の実行時にタイマを開始します。プログラ
ムがアクションを完了する前にタイマが切れた場合、Reporter はプログラムが適切に実行されず
終了されたものと仮定します。この状況が発生した場合は、スケジュールおよびいくつかのデ
フォルト レポートのステータス カラムで状況を確認できます。

プログラムが実行する作業は、予想より時間を要することがあります。たとえば、低速のネット
ワークで大量のデータを収集すると、システムからのデータ収集が終了する前に収集プログラム
が終了する可能性があります。このような場合は、[実行時間] パラメータの値を大きくして、作業
が終了する前にプログラムが終了することを防ぎます。

各プログラムのタイムアウトを変更するには、左ペインの [スケジュール] アイコンをクリック
し、右ペインで必要なプログラムをダブルクリックします。すべてのプログラムのタイムアウト
を変更するには、左ペインで [スケジュール] アイコンの下のプログラムを選択し、そのプログラ
ムを右クリックして [グローバル設定] を選択します。[実行時間(分)] の横のボックスをオンにし、
必要な値を入力します。この変更は、すべてのシステムに対するすべてのプログラムの実行に影
響します。また、[実行時間(分)] の設定値は、新しく検出されたシステム用に新たに追加されたす
べてのプログラムに適用されます。

シフトのカスタマイズ

Reporter で作成されたほとんどのレポートには、データベースに収集された毎日の全日データが



示されます。1 日のうちの特定の時間のデータをレポートで表示するには、レポート定義でシフト
を指定します。新しいレポートを作成するには、既存のレポートを変更するかレポート定義をコ
ピーして、レポート定義の [シフト名] ボックスで必要なシフトを選択します。この変更により、
選択したシフトのデータのみがレポートに取り込まれます。

シフト時間の変更や新しいシフトの定義を行うには、[ファイル] メニューの [構成] サブメニュー
から [シフト] を選択します。日勤 (Prime)、半夜勤 (Swing)、夜勤 (Graveyard) など、デフォルト
のシフト名がすでに [シフトの構成] ダイアログ ボックスに含まれています。これらのシフトの時
間を変更したり、独自のシフトを追加できます。また、休日を構成することもできます。ただ
し、特定のレポート用に収集しているデータに、定義済みのシフトや指定休日に含まれない日時
の組み合わせがある場合、レポート定義で OFFSHIFT と指定します。

データベース内のすべてのシステムに適用されるシフト セットを定義できます。各データ レコー
ドは、単一のシフト名で一意に識別される必要があるため、シフト間で時間が重複しないように
してください。シフトと休日が重複する日があると、その全日が休日としてマークされます。

他のデータベースからのレポート作成

HP OpenView Operations (IT/Operations) で使用されているデータベースなど、別のデータベース
から直接レポートを作成するように Reporter を構成できます｡OpenView Operations Oracle デー
タベースから作成したレポートに表示される情報は Reporter で簡単に要約できないため、
Reporter で通常使用されるデフォルト セットとは異なるテンプレートが必要です｡

別のデータベースから直接レポートを作成できるように Reporter をカスタマイズするには、次の
ことが必要です｡ 

■     Reporter システムからデータベースにアクセスできる｡Windows プラットフォームで Reporter のプログラムを実
行し、そこからデータベースにアクセスできる必要があります。場合によっては、SQL Server クライアントや 
SQL*Net などの追加のデータベース アクセス ソフトウェアをロードする必要があります。

■     データベースを直接参照するレポート テンプレートを作成する (別売りの Business Objects 社の Crystal 
Reporter Writer を使用する必要があります)。

■     データベース セキュリティ (ユーザー ID とパスワード) を Reporter に入力する。Reporter のメイン ウィンドウ
で、
[ファイル]→[構成]→[データベース] の順に選択します。

■     Reporter のレポート定義にデータベース名を含める。

  

  



 第 6 章 拡張容易性とシステム要件

 メモ : この章で示す拡張容易性の例は以前のものであり、Reporter 3.7 でのテストは行われていません。

ここでは、特定の環境とレポートのニーズに応じて、Reporter のインストールを最適に構成する方法について
説明します。まず、単一の Reporter システムでサポート可能な OpenView エージェントの数を見積もりま
す。また、特定の日数およびシステム数に応じて Reporter のデータに割り当てるディスク領域の大きさについ
て計画します。

 メモ : OpenView Operations (OVO) データベースからデータを収集する場合は、単一システムからデータを収集する場合
ほど、システム数が重要ではありません。データは OVO により収集済みであるためです。

ここでは、デフォルト データベースおよび構成した Oracle データベースの両方に関するシステム要
件、推奨されるスケジュール、必要なディスク領域について説明します。ここで示す推奨値は、次の 
Reporter のデフォルト メトリック リストを使用したテストに基づきます。

GLOBAL 10 個のメトリックが 1 時間ごとのデータ ポイントで要約されます。

APPLICATION アクティブな各アプリケーションについて、7 個のメトリックが 1 時間ごとのデ
ータ ポイントで要約されます。

TRANSACTIONS アクティブな各トランザクションについて、9 個のメトリックが 1 時間ごとのデ
ータ ポイントで要約されます。

推奨される最低のハードウェア構成は次のとおりです。 

CPU 500 MHz の Pentium III

メイン メモリ 最低 128 MB

ディスク領域 製品のファイル用として 130 MB、データ用として 1 GB 以上

推奨値は、インストールした Reporter のパフォーマンスに直接影響する各種の要因に応じて変わる場
合があります。次の要因が影響します。 

●     Reporter がデータを問い合わせる先のエージェント数 
●     Reporter の作業に対する時間の割り当て 
●     Reporter システムの CPU 速度とメイン メモリのサイズ 
●     ネットワーク速度 
●     検出プロセスで使用されるネットワークのネットワーク サイズ 
●     Reporter データベースの場所 
●     収集の同時実行の設定 
●     定義済みのグループ、顧客、レポートの数 
●     データベースのディスク領域の使用 (デフォルトの MSDE Service Pack 3a の場合) 
●     データベースのディスク領域の使用 (Oracle の場合) 



●     データベースのディスク領域の使用 (Access の場合) 
●     Reporter を使用する他の HP OpenView 製品の数 
●     データベースのディスク領域の使用 (日数分の保存データ) 
●     オンライン ヘルプ、エンド ユーザー ドキュメント、トレーニング ビデオを表示するためのシステム要件

各要因の詳細について以下に説明します。各要因の説明に加えて、「トラブルシューティング」の簡
単な説明もあります。

エージェント数

Reporter は、各 OpenView エージェントにアクセスし、必要なデータを収集し、収集したデータをデ
ータベースに保存し、後でそのデータを使用してレポートを作成します。このプロセスに要する時間
は、エージェント数が 100 の場合と 1000 の場合では大きな差があります。
例 : Reporter システムのハードウェア構成が上で説明した推奨される最低要件を満たし、ローカル デ
ータベースとデフォルト構成*を使用する 100Mbps のネットワークを仮定します。この場合、
Reporter による収集およびレポート作成に要する時間は次のようになります。 

●     システム数が 6,200 の場合は約 6 時間
●     システム数が 11,500 の場合は約 12 時間**

*デフォルト構成とは、定義されている顧客数がゼロ、グループ数が最小 (3 以下)、標準の定義済みレ
ポートのみを使用する構成を指します。

**これらのすべてのテストで、レポート作成フェーズで作成したレポート数は 52 です。1000 を超え
るシステムのデータは収集済みデータから推定しています。すべてのテストは Windows 2000、
Service Pack 2 で実施しています。

Reporter でレポート作成作業を完了するための時間割り当て

Reporter を変更なしで使用できるか、組織で使用可能なリソースや毎日の作業ルーチンに合わせてス
ケジュールを再構成するかを判断する必要があります。便宜上、ここでは Reporter の実行方法とし
て 2 つのレベルの基本的な使用パターンを想定しています。いずれのレベルでもレポートの処理中は
システムが占有される可能性があります。

レベル 1、MSDE Service Pack 3a の使用 － Reporter のデフォルト データベースである MSDE 
Service Pack 3a を使用する場合は、Reporter の深夜の処理スケジュールを変更する必要はありませ
ん。デフォルト スケジュールは、組織内の他の作業に使用されるシステムを対象とします。デフォル
ト スケジュールでは、Reporter のルーチンは毎晩 12:30 a.m. に開始されます。このレベルでは、シ
ステムが毎朝 7:00 a.m. までにアイドル状態になるように、Reporter の作業所要時間を 6 時間半以内
と想定します。

ハードウェア サポートされるシステムと必要なデータベース領域

●     500 MHz の Pentium II、単一
プロセッサ

●     128 MB のメモリ

●     6,580 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 930 MB



●     733 MHz の Pentium III、
デュアル プロセッサ

●     692 MB のメモリ

●     8100 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 1140 MB

●     1 GHz の Pentium III、単
一プロセッサ

●     512 MB のメモリ
●     収集の同時実行数: 20

●     12,272 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 1727 MB

レベル 2、MSDE Service Pack 3a の使用 － Reporter によるデータ収集とレポート作成の時間を増加
できます。たとえば、更新されたレポートが毎日 12:30 p.m. まで不要であり、Reporter を専用システ
ムで実行している場合、Reporter の処理サイクルに対して 12 時間を設定できます。この場合、監視
できるシステム数が増加します。

ハードウェア サポートされるシステムと必要なデータベース領域

●     500 MHz の Pentium 
II、単一プロセッサ

●     128 MB のメモリ

●     12,400 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 1740 MB

●     733 MHz の Pentium 
III、デュアル プロセッサ

●     692 MB のメモリ

●     15,400 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 2170 MB

●     1 GHz の Pentium III、
単一プロセッサ

●     512 MB のメモリ
●     収集の同時実行数: 20

●     23,010 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 3,400 MB

次のグラフでは、これらのテストの結果に基づき、特定のシステム数に対して Reporter の作業を完了
するまでの標準所要時間を示します。Reporter で最大のリソースを消費するフェーズは、システムの
検出、データの収集、レポートの作成です。

各フェーズに要する時間は、データベースの日数 (以下のグラフでは 7 日間) や収集の同時実行数 (以
下の 1 GHz のテストでは 20) などのレポート収集パラメータを変更すると、大きく変わります。





レベル 1、Oracle の使用 － Reporter のデフォルトの処理スケジュールを変更する必要はありませ
ん。対象システムは、他の作業に使用される非専用システムです。このようなシステムの場合、
Reporter の深夜の処理は毎日のルーチンを妨害しません。Reporter のデフォルトの夜間スケジュール
は 12:30 a.m. に開始されます。このレベルでは、システムが毎朝 7:00 a.m. までにアイドル状態にな
るように、Reporter の作業所要時間を 6 時間半以内と想定します。

サーバー ハードウェア クライアント ハードウェ
ア

サポートされるシステムと必要なデータベー
ス領域

●     Model UltraSparc 
2 E3500

●     4 Way 400 MHz 
CPU

●     2 GB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     500 MHz の 
Pentium II、単一
プロセッサ

●     128 MB のメモリ
●     100 Mbps の 

LAN

●     4150 の OpenView Performance 
Agent (または MeasureWare 
Agent)

●     データベース用として約 1010 MB 
(最低)

●     Model UltraSparc 
2 E3500

●     4 Way 400 MHz 
CPU

●     2 GB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     1 GHz の 
Pentium-III、単
一プロセッサ

●     512 MB のメモリ
●     100 Mbps の 

LAN
●     収集の同時実行

数: 20

●     7500 の OpenView Performance 
Agent (または MeasureWare 
Agent)

●     データベース用として約 1840 MB 
(最低)



レベル 2、Reporter データベースとしての Oracle の使用 － Reporter によるデータ収集とレポート作
成の時間を増加できます。たとえば、更新されたレポートが毎日 12:30 p.m. まで不要であり、
Reporter を専用システムで実行している場合、Reporter の処理サイクルに対して 12 時間を設定でき
ます。この場合、監視できるシステム数が増加します。

サーバー ハードウェア クライアント ハードウェア サポートされるシステムと必要なデータベー
ス領域



●     Model UltraSparc 2 E3500
●     4 Way 400 MHz CPU
●     2 GB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     500 MHz の Pentium II、
単一プロセッサ

●     128 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     7800 の OpenView Performance 
Agent (または MeasureWare 
Agent)

●     データベース用として約 1900 MB 
(最低)

●     Model UltraSparc 2 E3500
●     4 Way 400 MHz CPU
●     2 GB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     1 GHz の Pentium-III、単
一プロセッサ

●     512 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN
●     収集の同時実行数: 20

●     14375 の OpenView Performance 
Agent (または MeasureWare 
Agent)

●     データベース用として約 3530 MB 
(最低)

レベル 1、Access の使用 － Reporter のデフォルトの処理スケジュールを変更する必要はありませ
ん。組織内の他の作業に使用されるシステムを対象とします。このようなシステムの場合、Reporter 
の深夜処理サイクルは毎日のルーチンを妨害しません。この状況では、Reporter はデフォルトのスケ
ジュールを使用し、毎晩 12:30 a.m. にそのルーチンを開始します。このレベルでは、システムが毎朝 
7:00 a.m. までにアイドル状態になるように、Reporter の作業所要時間を 6 時間半以内と想定しま
す。

ハードウェア サポートされるシステムと必要なデータベース領域

●     500 MHz の Pentium-II プロセッサ
●     128 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     5570 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 440 MB (最低)

●     733 MHz の Pentium-III、デュアル プロセッサ
●     692 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     7300 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 572 MB

●     1 GHz の Pentium III、単一プロセッサ
●     512 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN
●     収集の同時実行数: 20

●     10000 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 777 MB



レベル 2、Access の使用 － Reporter によるデータ収集とレポート作成の時間を増加できます。たと
えば、更新されたレポートが毎日 12:30 p.m. まで不要であり、Reporter を専用システムで実行してい
る場合、Reporter の処理サイクルに対して 12 時間を設定できます。この場合、監視できるシステム
数が増加します。

ハードウェア サポートされるシステムと必要なデータベース領域

●     500 MHz の Pentium-II プロセッサ
●     128 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     10500 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 830 MB (最低)

●     733 MHz の Pentium-III、デュアル プロセッサ
●     692 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN

●     13750 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 1080 MB

●     1 GHz の Pentium III、単一プロセッサ
●     512 MB のメモリ
●     100 Mbps の LAN
●     収集の同時実行数: 20

●     19166 の OpenView Performance Agent (または 
MeasureWare Agent)

●     データベース用として約 1490 MB



CPU 速度、メモリ サイズ、収集の設定

Reporter システムの CPU 速度とメモリ サイズは処理時間に影響します。推奨される最低要件を満た
していれば、十分な処理速度を得られます。ただし、Reporter システムの CPU 速度とメモリを増や
すと、パフォーマンスを大幅に向上できます。

使用環境で次のことが必要です。 

1.  収集の同時実行数を増やすための CPU およびメモリの増加。数千に及ぶエージェントから収集する場合は、CPU および
メモリの増加により時間を大幅に節約できます。収集の同時実行については、後で詳しく説明します。



2.  CPU の増加はレポート作成サイクルを高速化します。レポート エンジンは CPU 集約型であるため、CPU が速いほど処
理が高速化します。たとえば、次の数字は、CPU とメモリに応じて、すべてのシステムに関する「TopNetwork」レポー
トの所要処理時間がどのように変わるかを示しています。

500 MHz の CPU と 128 MB のメモリ 32 秒

1 GHz の CPU と 512 MB のメモリ 12 秒

Reporter で定期的に数百のレポートを作成する場合は、CPU を増加すると、レポート作成フェーズの
パフォーマンスを大幅に向上できます。

ネットワーク速度

ネットワーク速度は処理時間に影響します。Reporter のすべてのテストは、100 Mbps の LAN 上で実
施しました。Reporter のデータは Reporter システムまでネットワークを通じて転送されるため、ネッ
トワークが遅いと検出および収集に要する時間が長くなります。さらに、リモート データベースにレ
ポート作成フェーズの速度に影響します。リモート データベースについて次に説明します。

ネットワーク サイズ

Reporter がネットワークで検出するシステム/エージェントの数は処理時間に影響します。Reporter が
「ネットワークのブラウズ」を通じてシステムを検出する場合、Reporter はそのネットワーク上にあ
るすべてのシステムにアクセスし、パフォーマンス エージェントについて問い合わせます。システム
数が多いほど、検出サイクルに要する時間は長くなります。また、Reporter の A.03 以降のバージョ
ンでは、OpenView Performance Agent だけでなく、OpenView Operations サブエージェントも検出
するようになっています。したがって、同じサイズのネットワークに対する、Reporter A.03 以降の検
出サイクルは Reporter A.02 の約 2 倍の時間を要します。

Reporter データベースの場所

Reporter データベースが同じシステムにある場合は、データ取得に要する時間は減ります。非ローカ
ル データベースは、Reporter のすべてのフェーズでより長い時間を要します。たとえば、次の表は 
MSDE Service Pack 3a ローカル データベースを使用する Reporter と非ローカルの Oracle データベ
ースを使用する Reporter を比較したものです。

Reporter の
フェーズ

リモート Oracle データ
ベース ローカル MSDE データベース

検出 12 8

収集 40 28

レポート作成 20 10

合計 72 46

この例で、非ローカル データベースを使用した場合の Reporter サイクルは全体で約 60% 増加してい
ます。レポート作成フェーズに限っては 100% の増加です。このテストでは、Reporter を 1GHz の 
PIII にインストールし、512 MB のメモリを使用し、2 つのグループ (定義されている顧客レポートな
し) を構成して 750 システムに対してレポートを作成しています。収集の同時実行数を 8 (デフォル
ト) に設定した場合、各レポート作成サイクルでは 49 のレポートが作成されました。



収集の同時実行 

収集の同時実行数は、Reporter が収集後のデータ保存とレポート作成の作業に、いかに速やかに移行
できるかに影響します。収集の同時実行のデフォルト数は 8 です。これは上で説明した最低の構成の
場合です。ただし、より高速なシステムでは、収集の同時実行数を増やすことにより、パフォーマン
スを大幅に向上できます。

たとえば、1GHz の CPU と 512MB のメモリを使用するシステムで 750 のエージェントから収集する
場合、収集の同時実行数の増加に伴うパフォーマンスの向上は次のとおりです。 

●     収集の同時実行数が 8 の場合 --- 所要時間は 28 分
●     収集の同時実行数が 10 の場合 --- 所要時間は 22 分
●     収集の同時実行数が 20 の場合 --- 所要時間は 14 分

定義済みのグループと顧客の数 

システム グループと定義済みの顧客の数も、レポート作成フェーズに要する時間に影響します。グル
ープ テンプレートを持つレポートにリンクされている定義済みの各グループに対して、すべてのグル
ープ レポートが作成されます。また、定義済みの各顧客に対して、多数のレポートおよび該当するグ
ループ レポート (顧客システムがグループ化されている場合) が作成されます。グループと顧客の定義
数の増加に応じて、レポート数が増加し、レポート作成フェーズに要する時間が長くなる場合があり
ます。次の表は、グループおよび顧客の定義数の増加に応じてレポートの作成数が増加する様子を示
しています。

顧客 グループ レポート
0 0 21

1 0 33

2 0 45

0 3 52

0 4 64

0 5 76

2 1 78

10 1 262

レポート作成は多くの CPU とメモリを消費するため、レポートは一度に 1 つずつ作成されます。平
均して、200 のレポートを作成する時間は 100 のレポートを作成する時間の 2 倍です。レポート作成
時間は、レポートあたりのデータのアクセス量に応じても異なります。定義済みの各システムについ
てグローバル データにアクセスするレポートの作成時間は、顧客またはグループのメンバーシップに
基づいて選択したシステムについてのみグローバル データにアクセスするレポートの作成時間より長
くなります。

データベースのディスク領域の使用 (デフォルト)

次のディスク領域値は、デフォルトのメトリックが収集され、7日間保存されることを仮定した値で
す。より多くのシステムから収集する場合や、より多くの日数分のデータを保存する場合、データベ
ースはさらにディスク領域を必要とし、処理にも時間を要します。初期のテストにより、デフォルト 
データベース MSDE Service Pack 3a では 1 つのシステムにつき 1 日あたり約 20.1 KB 以上のディス
ク領域が必要であることがわかっています。デフォルト データベースで 1,000 システムのデータを 7 



日間保存するには、141 MB が必要になります (1,000 システム x 7 日 x 20.1 KB で算出されます)。
次のチャートでは、システム数とデータベースに保存するデータの保存日数に応じて、必要なデータ
ベース ディスク領域を示します。

データベースのディスク領域の使用 (Oracle の場合)

初期のテストにより、Oracle 8.1.7 データベースには 1 日に 1 システムあたり約 35 KB 必要であるこ
とがわかっています。3,000 システムのデータを 7 日間 (デフォルト) 保存するには、693 MBが必要に
なります (3,000 システム x 7日 x 35 KB で算出されます)。
次のチャートでは、システム数とデータベースに保存するデータの保存日数に応じて、必要なデータ
ベース ディスク領域を示します。



データベースのディスク領域の使用 (Access の場合)

初期のテストにより、Access データベースには 1 日に 1 システムあたり約 11.2 KB 必要であること
がわかっています。2,000 システムのデータを 7 日間 (デフォルト) 保存するには、157 MBが必要にな
ります（2,000 システム x 7日 x 11.2 KB で算出されます)。

次のチャートでは、システム数とデータベースに保存するデータの保存日数に応じて、必要なデータ
ベース ディスク領域を示します。



オンライン ヘルプ、エンド ユーザー ドキュメント、トレーニング ビデオを表示するた
めのシステム要件

オンライン ヘルプ、ドキュメント、ビデオを表示するには、Reporter のマシンに以下のソフトウェア
とハードウェアがインストールされている必要があります。

ソフトウェア

コンポーネント 最小 推奨

インターネット ブラウザ Microsoft Internet Explorer 5.5 Microsoft Internet Explorer 5.5 以降

Windows Media Player 6.4 9.0

ハードウェア

コンポーネント 最小 推奨

サウンド カード 16 ビット サウンド カード 5.1 マルチチャンネル オーディオ対応のサウンド カード

サウンド出力 スピーカまたはヘッドフォン 5.1 マルチチャンネル スピーカ

デバイスの互換性の詳細は、サウンド カードに付属のドキュメ
ントを参照してください。

ビデオ アダプタおよびモニタ Super VGA (800 x 600) Super VGA (800 x 600) 以上の解像度

その他の HP OpenView 製品 

HP 社内のすべてのテストは、Reporter をスタンドアロンの構成でインストールし、他の HP 
OpenView 製品をインストールしていないシステムで実施しています。結果として、Reporter のスケ
ジューラやレポート作成機能を使用する Internet Services などの製品の影響により、Reporter の毎日
の作業スケジュールでレポート作成フェーズに要する時間が長くなることも考えられます。

作業完了時間のトラブルシューティング

Reporter による全体のフェーズまたは作業の処理時間が長すぎる場合は、どのフェーズの処理が最も
長引いているかを確認します。Reporter のメイン ウィンドウ (下部のペイン) に表示される status.
reporter ファイルを調べて、検出、収集、レポート作成サイクルの開始時間と終了時間を記録しま
す。 

●     検出に時間がかかっている場合は、ブラウズに時間を要するネットワークを削除することを検討します。そのようなネッ
トワークのシステムについては、「バルク検出」方法 (詳細は Reporter のオンライン ヘルプを参照) を使用して手動で
追加します。この場合も、ネットワーク速度が原因になっていることがあります。特に、WAN を経由している場合に可
能性があります。

●     収集に時間がかかっている場合は、収集の同時実行数または CPU の速度を増加することを検討します。別の原因として
ネットワーク速度も確認します。

●     レポート作成サイクルに時間がかかっている場合は、CPU 速度をアップグレードすることを検討します。他の対策として
は、Reporter からの不要なレポートの削除、顧客またはグループの定義数の削減、データベースにデータを保存する日
数の削減などを検討します。データベースをリモート システムで使用している場合は、データベースをローカル システ
ムに移動することも検討します。

パフォーマンスの問題に関するより詳細なヘルプについては、Hewlett-Packard のサポート担当者にお



問い合わせください。

  

  



 第 7 章 拡張トピック

この章の各トピックでは、使用環境や必要なレポートに応じて、より詳細に Reporter をカスタ
マイズする方法について説明します。Reporter のメイン ウィンドウを構成する各コンポーネン
トの使用方法を理解した上で、ここで説明する機能を実行してください。

この章は次のトピックから構成されています。 

■     Reporter Web ページのネットワーク上での使用
■     Web ページの保護
■     ファイアウォールを介してデータを収集するための Reporter の構成
■     Reporter のデータのバックアップ
■     Reporter のアクションのスケジュール時間の変更
■     バッチ ファイルのスケジュール
■     レポートからのシステムの除外
■     自動システム グループ
■     Reporter によるシステム名とデータ ソースの処理
■     壊れたデータベースの回復
■     再始動

Reporter Web ページの使用 (ネットワーク上)

Reporter をインストールして Web ページにレポートを配置した後で、各レポートにアクセスで
きるようにします。Reporter システムの URL をリンクとして設定すると、他の Web ページか
らアクセスできます。企業のホーム ページのユーザーは、リンクを通じて Reporter で作成され
たレポートを参照できます。また、Reporter へのリンクを使用すると、企業の Web ページに日
常アクセスするユーザーは、Windows ベースの PC、UNIX システム、Macintosh システム、さ
らに Web-TV など、Web に対応する各種のソースを介して Web ブラウザでレポートを表示で
きます。通常、権限を持つユーザーのみが企業のホーム ページにアクセスできるように、セ
キュリティを設定します。セキュリティを設定しない場合は、Reporter の Web ページのリンク
に対してパスワードを設定することを検討します。

メモ : 他のシステムから Reporter のレポートにアクセスするためのリンクは、Reporter 3.0 の Web サーバー ソ
フトウェアに関する要件に基づいて設定します。

企業の Web ページから Reporter のメイン Web ページへのリンクを設定するには、次の手順に
従います。 



1.  Web 作成アプリケーションで、企業の Web ページ ファイルを開きます。
2.  Reporter のメイン Web ページへのハイパーリンクとして http://<reporter_server>/HPOV_Reports/

reports.htm と入力します。

 メモ : Reporter システムの完全修飾ドメイン名を指定する必要があります。

企業の Web ページから顧客別のメイン レポート ページへのリンクを設定するには、次の手順に
従います。 

1.  Web 作成アプリケーションで、企業の Web ページ ファイルを開きます。
2.  顧客別の Web ページ (reports.htm) へのハイパーリンクとして、たとえば http://<reporter_server>/

HPOV_Reports/Customers/<customer_name>/reports.htm と入力します。

 メモ : Reporter システムの完全修飾ドメイン名を指定する必要があります。

Web ページの保護

レポートへのアクセスを制限する場合、標準的な Web ページのセキュリ
ティ技術を使用します。前述のとおり、Reporter へのリンクにパスワー
ドを設定して、Reporter のメイン Web ページへのアクセスを制限できま
す。レポート別の Web ページにセキュリティを追加して、レポート単位
でアクセスを制限することもできます。

次の方法で、Reporter の Web ページを保護します。 

■     レポートのメイン Web ページを作成し、reports.htm ファイルを置換します。
■     レポートが再作成されるたびに reports.htm ファイルが置換されるため、ファイルを異なる名前で保存します。

現在の reports.htm ファイルを別の名前で保存し、そのファイルを編集するだけで目的を達成できます。

メモ : Reporter に追加した新しいレポートは、reports.htm ファイルには反映されますが、使用しているコピーに
は反映されません。新しいレポートとそのレポートに必要なセキュリティを含めるには、新しい Web ページを編集する
必要があります。グループおよび単一システムの Web ページにリンクするためのページを独自に作成し、下位レベルの
セキュリティを適用することもできます。Reporter で使用される Web ページの階層は次のとおりです (デフォルトの
ディレクトリにインストールした場合、すべてのファイルは ¥Program Files¥HP OpenView¥Data¥webpages ディレ
クトリに相対的なパスになります)。 

1.  reports.htm ファイルには、ALL レポート (All Systems)、グループ レポート (System Group)、単一システ
ム レポート (Single Systems) の Web ページへのリンクが入ります。

2.  ALL レポートは、独自のディレクトリの Web ページ default.htm に入ります。たとえば、すべてのシステムに
関する「TopCPU」レポートはファイル topcpu¥default.htm に入ります｡

3.  group_<groupname>.htm ファイルには、システム グループ別にすべてのグループ レポートへのリンクが入
ります。レポートが割り当てられているグループ別に 1 つずつ、複数のファイルが存在する場合があります。
<groupname> は、システム グループ名です。

各グループ レポートは、レポート名と対応するディレクトリの、グループ名と対応するサブディレクトリに入り
ます。たとえば、NT グループのシステムに関する「TopCPU」グループ レポートは、topcpu¥NT¥default.htm 
ファイルに入ります。

4.  single_<reportname>.htm ファイルには、このタイプのレポートに関連する単一システムへのリンクが入りま
す。単一システムに関して作成されたレポート別に 1 つずつ、複数のファイルが存在する場合があります。

単一システムのレポートは、レポート名と対応するディレクトリの、システム名と対応するサブディレクトリに入
ります。たとえば、MyWebServer システムに関する「Top Transactions」レポートは toptrans
¥MyWebServer¥default.htm ファイルに入ります。



必要なレポートを簡単に見つけるには、reports.htm ファイルを調べ、そのレポートへのリンク
に従います。この方法で、各自の Web ページから各レポートに直接アクセスできます。

ファイアウォールを介してデータを収集するための Reporter 
の構成

Reporter の検出プログラムおよび収集プログラムは、OpenView Operations Agent for UNIX、
OpenView Performance Agent for Windows システム、または OpenView Operations サブエー
ジェントを実行しているシステムと、ファイアウォールを介して動作するように構成できます。
Reporter の検出プログラムおよび収集プログラムは、ファイアウォールを介して OpenView 
Operations エージェントで動作するように構成することもできます。ただし、各システムは 
DCE モードで実行する必要があります。NCS を使用するシステムはサポートされていません。

OpenView エージェントのファイアウォール構成に関する最新の技術情報は、HPOpenView の
「サポート」Web サイト http://support.openview.hp.com を参照してください。

データのバックアップ

データを失わないように、次の 2 つの安全策を検討します。まず、通常のバックアップ中に 
Reporter の処理が発生しないようにします。次に、Reporter のデータを自動的にバックアップ
するプロセスを設定します。

バックアップ時間以外に Reporter の処理をスケジュールする

デフォルトでは、Reporter は 12:30 a.m. から 3:00 a.m. までにすべての処理を実行します (シス
テム数が多い場合、3:00 a.m. を過ぎることがあります)。この処理により、通常のバックアップ
処理が妨害されないようにします。ただし、処理自体が消費する CPU およびネットワーク トラ
フィックの量を除きます。Reporter は、CPU の消費量が 50% を超える時間が長く続かないよ
うに、自動的にその処理を制限します。しかし、バックアップ アクションと通常の Reporter の
アクションが同時にスケジュールされている場合、処理が増加してシステム データのバック
アップの処理速度が低下することがあります。バックアップが 12:30 a.m. から 3:00 a.m. までに
行われる場合、Reporter のアクションの実行スケジュールを変更できます（下記参照）。

http://support.openview.hp.com/


Reporter のデータのバックアップ

デフォルトでは、Reporter は MeasurewWare Agent (または OpenView Performance Agent for 
UNIX) から収集したデータのうち、最新の 7 日分のデータのみを保持します。通常、OpenView 
Performance Agent は 30 ～ 60 日分のデータをローカルに保存します。何らかの理由で 
Reporter のデータベースが失われた場合、Reporter の通常処理の一環として OpenView 
Performance Agent からデータを再収集できます。

OpenView Performance Agent から再度取り込むデータよりも多くのデータを Reporter システ
ムに保存している場合は、定期的に Reporter のデータベースのバックアップ コピーを作成する
ことを推奨します。データをバックアップするには、使用しているデータベース ソフトウェア
が MSDE SP3 (Reporter A.03.5 のデフォルト) か、MSDE (Reporter A.03 のデフォルト) か、
Access (Reporter A.02 のデフォルト) か、MSDE SP3a (Reporter A.03.6 のデフォルト) かを確
認する必要があります。

データベースの種類を確認するには、[コントロール パネル] を開きます。MSDE を使用してい
る場合は SQL Server が表示され、Access を使用している場合は Microsoft Access Driver *.
mdb が表示されます。

1.  Windows の [スタート] ボタンをクリックし、[設定] をポイントして [コントロール パネル] を選択します。
2.  [コントロール パネル] ウィンドウで [データソース(ODBC)] をダブルクリックします。
3.  [システム DSN] タブのページを選択します

MSDE データベースのバックアップ

デフォルトの MSDE データベースを使用している場合は、Microsoft の Web サイトにバック
アップ手順と説明があります。以下のオプションでは、Microsoft のユーティリティを使用しま
す。以下の手順を使用する際のサポート上の問題または発生する可能性があるエラーについて
は、Microsoft のドキュメントを参照してください。

オプション 1、SQL Client Tools を使用する MSDE の場合 － 
SQL 2000 Client Tools をインストールしている場合は、SQL Enterprise Manager を使用して 
MSDE データベースをバックアップします。

オプション 2、SQL Enterprise Manager を使用しない MSDE の場合 － 
MSDE のみをインストールしている場合は、TSQL BACKUP DATABASE コマンドを使用して 
Osql.exe (コマンド ラインのクエリ ツール) を実行します。
MSDN および SQL のオンライン ブックに、次に示すストアド プロシージャの詳しい使用方法
が記載されています。次の構文を入力してバックアップ/デタッチ/復元などのプロシージャを作
成します。

 メモ : 次の手順では、各プロシージャによる MSDE のバックアップまたは復元の方法を示します。環境に応じて手順
をカスタマイズすることもできます。バックアップ ジョブやバックアップ レポートを毎日作成するようにオプションを追
加することもできます。他のオプションおよび機能については、Microsoft (MSDN) のドキュメントで osql ユーティリ
ティ、BACKUP DATABASE、RESTORE DATABASE を参照してください。バックアップおよび復元が正常に動作するこ
とを確認してください。



 重要 : データベースのバックアップまたは復元を開始する前に、Reporter のサービスを停止し、Reporter の 
MSDE データベースにアクセスしているクライアント ツールがないことを確認してください。

以下の例では、デフォルトの設定を使用しています。必要に応じて、ディレクトリ名、ユーザー
名、パスワードを変更してください。

Reporter サービスを停止するには 

1.  [コントロール パネル] → [管理ツール] → [サービス] の順に選択します。
2.  [Reporter Service] を見つけます。[停止] をクリックします。
3.  Reporter のグラフィカル ユーザー インタフェースを閉じます。

MSDE データベースのバックアップ。構文は次のとおりです。
osql -S.¥OVOPS -Usa -P
USE reporter
BACKUP LOG reporter WITH TRUNCATE_ONLY
EXEC sp_addumpdevice 'disk', 'Reporter_BKUP',
'C:¥Program Files¥HP OpenView¥Data¥Databases¥backup¥Reporter_1.bak'
BACKUP DATABASE reporter TO Reporter_BKUP WITH INIT, STATS
EXEC sp_dropdevice 'Reporter_BKUP'
go

MSDE データベースの復元。構文は次のとおりです。
osql -S.¥OVOPS -Usa -P
USE master
RESTORE DATABASE reporter FROM
DISK='C:¥Program Files¥HP OpenView¥Data¥Databases¥backup¥Reporter_1.bak' WITH 
RECOVERY, REPLACE, STATS
go

データベースをシステム間で移動するには、次の 2 つの例を使用します。

Reporter MSDE データベースのデタッチ。構文は次のとおりです。
osql -S.¥OVOPS -Usa -P
sp_detach_db reporter
go

Reporter MSDE データベースのアタッチ。構文は次のとおりです。
osql -S.¥OVOPS -Usa -P
sp_attach_db reporter
'C:¥Program Files¥HP OpenView¥Data¥Databases¥reporter_1.mdf',
'C:¥Program Files¥HP OpenView¥Data¥Databases¥reporter_1.ldf'
go 

Access データベースのバックアップ

Access データベースを使用している場合は、Reporter の収集データと動作パラメータは単一の
データベースに保持されます。デフォルトでは、このデータベースは単一のファイル ¥Program 
Files¥HP OpenView¥Data¥datafiles¥Reporter.mdb です。Access に保存されている Reporter の
データをバックアップするには、このファイルのコピーを作成します。



Reporter の他のアクティビテイで使用されている Reporter データベースをバックアップするこ
とはできません。データの収集中または検出中にデータベースをバックアップすると、「警告: 
20 回試行しましたが、データベースを更新できません」などのメッセージが表示されることが
あります。Reporter のほとんどのアクティビティは回復可能であり、失われたデータは次の処
理サイクルで再度取り込めます。ただし、再度データを失わないように、Reporter がビジー状
態でないときにデータベースのバックアップを実行してください。

 メモ : システムのフル バックアップを行う場合、データファイルが使用中であると、データベースのデータはバック
アップされません。バックアップが正常に完了したことを確認するには、Reporter のデータ ファイル reporter_1.mdf 
および reporter.1_ldf のコピーがバックアップ ログ ファイルにあることを確認します。

Web ページのレポートのアーカイブ

Reporter の通常の処理では、新しいレポートが作成されるたびに、すべてのレポートの Web ペ
ージが置換されます。このため、古いレポートのページを管理する必要がなく、古いページで
ディスク領域がいっぱいになる心配もありません。ただし、古いレポートの Web ページを保存
するには、次の手順に従ってください。 

1.  すべてのレポートの Web ページは ¥<inlstall_directory>¥data¥webpages ディレクトリとそのサブディレク
トリにあります。新しいレポートが作成される前にこのディレクトリ名を変更するのが、古いレポートのページを
保存する最も簡単な方法です。

2.  古い Web ページのディレクトリ名の付け方を工夫し、必要なコピー数を保存し、ディスク領域の消費量を管理し
ます。

3.  サブディレクトリ images が webpages ディレクトリと同じディレクトリにあります。このディレクトリ内の
ファイルは、一部の Web ページに表示されるグラフィックや図です。これらのファイルは、主にレポートのラベ
ル (レポートの冒頭のバナーなど) 用で更新されないため、アーカイブ場所にコピーする必要はありません。

4.  Web レポートを保存するたびに名前変更プロセスを開始する方法を設定します。この方法を自動化するには、
ディレクトリ名を変更するバッチ ファイルを作成します。さらに、新しいレポートを作成する前に、このバッチ 
ファイルを実行するように、Reporter のスケジュールにエントリを追加します。

アクションの実行時間の変更

状況に応じて、Reporter のアクションのデフォルト処理時間を変更することがあります。前述
のとおり、毎日のバックアップ時間を妨害しないようにします。デフォルト処理時間にシステム
が使用できない状況も考えられます。多くのサイトでは、毎晩ワークステーションの電源を切り
ます。これらのシステムからデータを検出し、収集する場合、昼間 (昼休みなど) にこれらのア
クションを実行するように再スケジュールする必要があります。

次の手順により、現在スケジュールされているすべてのアクションを希望の時間に実行するよう
に変更できます。この場合、Reporter の処理サイクルで重要なイベントのシーケンスは維持さ
れます。また、この手順により、新しいアクションが前のデフォルトの時間ではなく新しい時間
にスケジュールされます。 

1.  Reporter サービスを終了します (入力エラーによる処理の開始を防ぐため)。
2.  [スケジュール] アイコンの下の項目を選択して右クリックし、ショートカット メニューから [グローバル設定] 



を選択して、新しいアクションのデフォルト時間を設定します。
3.  各標準アクションの開始時間を選択します。(1) 検出、(2) 収集、(3) 保守、(4) レポートの順序で実行されるよ

うに時間を設定します (実行順序に従って、リストの先頭からアクションを並べます)。各アクションの終了直後
に次のアクションを開始するように設定できます。時間を重複しないかぎり、Reporter サービスにより、適切な
順序でアクションが実行されます。

4.  Reporter サービスを再起動します。

バッチ ファイルの実行のスケジュール

次の手順で、OpenView Reporter Scheduler を使用してバッチ ファイルの実行をスケジュール
できます。 

1.  バッチ ファイルを作成し、保存します。
2.  Reporter のメイン ウィンドウを開きます。
3.  左ペインの [スケジュール] を右クリックして [スケジュールの追加] をクリックします。
4.  表示される [スケジュール エントリの追加] ウィンドウで、[プログラム名] ボックスに

「cmd.exe」と入力します。
5.  [パラメータ] テキスト ボックスに、「/c "cmd.exe /c ¥temp¥<myfile>.bat" 」と入力します。

 メモ : 上の行に表示されたとおりに二重引用符を含め、バッチ ファイルを保存したディレクトリとバッチ 
ファイル名を置換して、[パラメータ] テキスト ボックスに正確に構文を入力します。

 レポートからのシステムの除外

Reporter が作成するレポートからシステムを除外する方法は、次の 2 つです。 

1.  不要なシステムを検出しないためには [検出範囲] を設定します。
2.  検出済みのシステムをすべてのレポートから除外するには、そのシステムの [システム情報] パラメータを設定し

ます。

複数のネットワークやドメインに分散しているシステムを選択して除外する場合は、最初の方法
を使用します。検出範囲内の通常検出されるシステムから一部を選択して除外する場合は、2 つ
目の方法を使用します。標準ネットワーク ドメイン内にあるテスト システムを除外する場合
は、2 つ目の方法を使用できます。

検出範囲の設定手順は、このマニュアルの本文内と Reporter のオンライン ヘルプに記載されて
います。

レポートから単一システムを除外する手順は、次のとおりです。 

1.  除外するシステムも検出範囲内の他のシステムと共に検出します。
2.  Reporter のウィンドウで、左ペインの [検出されたシステム] 領域で、除外するシステムを選択します。 このシ

ステムの詳細が右ペインに表示されます。
3.  右ペインで、[システム情報] をダブルクリックします。



4.  [システム情報] の下の項目リストにある [システムのレポート対象からの除外] をダブルクリックします。この項
目をダブルクリックするたびに「除外」 (Yes) と「非除外」 (No） が切り替わります。このシステムを以後のレ
ポートから除外するには、「除外」(Yes) を設定します。

除外を指定したシステムは、次のように処理されます。 

■     保守プログラムは、このシステムの情報を Reporter のデータベースから削除します。この情報が削除されたシス
テムは、いずれのレポートにも表示されません。

■     ただし、システムは ALL グループの [検出されたシステム] 領域に残るため、後で必要になったときにシステムを
選択し、「除外」の設定を変更できます。

■     除外したシステムも検出プロセスで検出されますが、システムの情報は Reporter のデータベースにコピーされま
せん。除外したシステムは、Reporter の標準レポートに含められません。

■     [SYSTEMS] テーブルを使用して独自のレポートを作成する場合、除外値がゼロのシステムのみを選択する 
select 文を含めます。(a_systems.rpt テンプレート ファイルの例を参照してください。)

間違えてシステムを除外しても、修復できます。前の説明の [システム情報] に戻り、「除外」
の設定を No に戻します。 

■     保守プログラムは、標準の保守時刻に実行されるようにスケジュールされています (通常は翌日の 1:55 a.m. で
す)。このプログラムがまだ実行されていない場合は、[システム情報] の「除外」値を (No) に変更します。この
場合、データは削除されません。

■     保守プログラムがすでに実行され、すべてのデータが削除されている場合でも、修復できます。OpenView 
Performance Agent は履歴データも保存しています。修復するには、[システム情報] をリセットします。「除
外」の値を (No) に設定すると、Reporter によりシステムが再検出され、そのシステムからデータが Reporter 
のデータベースに収集されます。前の設定と同じシステム グループにこのシステムを追加し、前に割り当ててい
た単一システムのレポートまたはメトリック リストを追加します。

自動システム グループ

自動グループ機能を使用すると、システムを自動的にグループ分けできます。この機能により、
新しく検出されたシステムを特性別に自動的にグループに分けるように Reporter を設定できま
す。システムが検出されると、Reporter はシステムの特性を調べ、対応するグループにシステ
ムを追加します。システムの再検出時に、特性またはグループ仕様が変更されている場合は、追
加のグループにシステムを追加できます。

この機能を使用するには、Reporter のメイン ウィンドウで [ファイル] メニューの [構成] サブメ
ニューから [自動グループ] を選択します。次のダイアログ ボックスが表示され、自動グループ
の仕様を追加または変更できます。



[自動グループ] ダイアログ ボックスでは、新しく検出されたシステム用の自動グループ仕様を
設定します。仕様は任意の数だけ使用でき、それぞれが [グループの説明] と関連付けられま
す。各仕様は、仕様と一致するシステムに割り当てられているグループ名にリンクします。[グ
ループ名] ボックスには、リテラル文字列や、円記号 (¥) と数字で構成される文字列置換コード
が含まれます。置換コードについては、後で説明します。ダイアログ ボックスには、その他に
次のコンポーネントがあります。

[パラメータ] ボックス － ドロップダウン リストから 1 つのシステム識別基準を選択します。選
択するデータ型に応じて、以下のボックスが有効または無効になります。文字に基づく基準を選
択すると、[パターン] ボックスを使用してパターン マッチングを実行できます。数値に基づく
基準を選択すると、[数値] 行のボックスが有効になります。この仕様で現在有効なすべての基準
については、この章の終わりにある表を参照してください。 

■     [新規] ボタンと [削除] ボタン － 自動グループ仕様を作成および削除します。
■     [保存] ボタン － 仕様をデータベースに保存します。仕様の変更後に変更を保存しないと、新しい仕様を選択する

前や画面を終了する前に、変更を保存するように求められます。
■     [一致パラメータ] セクションでは、表示されている基準のいずれかまたはすべてと一致するシステムを、一致と

みなすことを指定します。



 [すべて] を指定すると、定義されているすべて の基準と一致するシステムが、グループに所属します。

 [いくつか] を指定すると、定義されている基準のいずれか 1 つ と一致するシステムが、グループに所属しま
す。

■     [ブラウズ] ボタン － 選択したパラメータの現在の値を表示します。この情報により、定義しているグループの正
しい形式や範囲を確認できます。ブラウズ リストの値を選択して、パターン ボックスや数値ボックスにコピーで
きます。

■     [設定] ボタン － 選択したパラメータ用の一致パターンまたは数値を入力した後、[設定] ボタンをクリックする
と、[現在設定されているパラメータ] リストに追加されます。

■     [削除] ボタン － リストからパラメータを削除するには、[削除] をクリックします。
■     [テスト] ボタン － パラメータと一致するシステムと、システムが割り当てられているグループ名が、画面の最下

部に表示されます。この時点では、データベース内のグループを変更しないよう注意してください。[テスト] ボ
タンにより、仕様と一致するシステムのみが表示されます。白いボックス上に表示されるテキストから、パラメー
タと一致したシステムの数と一致しなかったシステムの数がわかります。

 パターンの一致

文字列パラメータの場合は、グループに含めるシステムと一致するパターンを、[パターン] ボッ
クスに定義します。[パターン] ボックスに定義する内容は、「正規表現」として認識されるた
め、優れた柔軟性によりパターン マッチングを実行できます。最も単純な例では、指定した文
字列と同じ文字列がシステム データの任意の位置に含まれる場合、文字列とシステムは一致し
ます。

正規表現の使用規則については、「正規表現」を参照してください。
正規表現を使用したパターンの例については、「パターンの例」を参照してください。

正規表現の 1 つの利点は、メトリック内のデータのいずれかまたはすべてと一致するサブスト
リングを指定できることです。これらのサブストリングは、[グループ名] で円記号の後にフィー
ルド番号を続けて、変数として使用できます。最初に一致するサブストリングは「¥1」フィー
ルドを、2 番目に一致するサブストリングは「¥2」フィールドを置換します。 たとえば、[パラ
メータ] として「Agent」を選択し、「(.+)」というパターンを入力すると、NULL 以外の文字列
と完全な形で一致します。「SCOPE A.02.00」を含むエージェント メトリックがあるシステム
は、[グループ名] の「Agent(¥1)」をエージェント メトリック名に置換します。 Reporter 階層
の [検出されたシステム] の下に表示される [グループ名] が「Agent(SCOPE A.02.00)」になりま
す。



 数値の一致

数値パラメータの場合、[数値] ボックスを使用して、数値または数値の範囲と一致させます。

このボックスでは、2 組の数値比較を定義し、接続詞で連結します。数値の比較では、演算子 = 
(等しい)、>(より大きい)、<(より小さい)、>= (以上)、<= (以下) のいずれかと数値を指定しま
す。接続詞は「AND」 (両方の比較が真)、「OR」 (いずれかの比較が真)、空白 (2 つ目の比較は
使用されない) のいずれかです。

「数値 > 値 OR < 値」と指定すると、指定された値を除くすべての値と一致するように指定でき
ます。

パターンや数値の一致を入力または編集した後、[設定] ボタンを押して、それらを [グループの
仕様] リストに追加する必要があります。

正規表現

正規表現 [自動グループ] ダイアログ ボックスの [パターン] ボックスは、パターン マッチングの
基準を正規表現の形式で入力するときに使用します。正規表現は、すでに多くのオペレーティン
グ システムで何年も使用されています。正規表現の使用に慣れている場合でも、使用可能なパ
ターンにはいくつか種類があるため、パターンについて再確認することを推奨します。正規表現
の使用に慣れていない場合は、ここでの説明以外に、別のマニュアルで正規表現の規則の詳細を
確認してください。ここでは、単純な概念から複雑な概念までを、例を使用して説明します。例
は、Reporter で使用する正規表現と一致するようにまとめられています。したがって、その他
の使用方法については記載されていません。

正規表現 － 正規表現 (通常 RE と省略) は、正規文字と、特別な意味を持つ文字で構成されま
す。

正規文字 － 非特殊文字は、大文字と小文字を含め、それ自
体とまったく同じコピーと一致します。これらの非特殊文
字の文字列は、余分な「文字」が間に含まれていない、
まったく同じ文字列と一致します。特に指定しない限り、
パターン文字列はデータ フィールドの任意の場所で一致し
ます。空白は正規文字であるため、パターンでは意味があ
ることに注意してください。

例 : パターン「rose」は、データ「roseville」、「Red 
Red rose」、「arose」と一致しますが、
「Rose」(「R」が大文字)と「ro se」(間に空白がある) と
は一致しません。



ライン アンカー － フィールドの先頭から始まるパターン
を指定するには、特殊文字のキャレット「^」で開始しま
す。キャレットは別の場所でも特殊文字として使用されま
すが、パターンの最初の文字として使用される場合は、そ
れに続くパターンがデータ フィールドの先頭から始まるこ
とを意味します。同様に、フィールドの最後で終了するパ
ターンを指定するには、パターンの最後の文字をドル記号
「$」にします。

例 : パターン「^rose」は、データ「roseville」とは一致
しますが、「Red Red rose」、「arose」とは一致しませ
ん。
パターン「rose$」は、「arose」、「Red Red rose」と
一致しますが、「roseville」とは一致しません。
パターン「^rose$」は、「rose」と一致しますが、
「arose」、「Red Red rose」、「roseville」とは一致し
ません。

任意の文字と一致 － ピリオド「.」は、任意の 1 文字と一
致します。

例 : パターン「r.se」は、「rose」、「rise」、「r 
se」、「r#se」と一致しますが、「roose」、「ro se」と
は一致しません。

文字の連続と一致 － 任意の文字の連続と一致させるには、
ピリオドを繰り返します。

例 : パターン「...」は、任意の 3 文字 「abc」、
「123」、「a c」と一致しますが、「ab」(2 文字のみ) 
とは一致しません。

繰り返し － パターンの一部の繰り返しを指定するには、い
くつかの特殊文字を使用します。たとえば、文字の後にア
スタリスク「*」を指定した場合は、その文字の 0 回以上
の繰り返しと一致します。

例 : パターン「a*」は、「a」、「aa」、「aaa」と一致
し、「」(「a」の 0 回の繰り返し) とも一致します。ただ
し、「a a」、「aba」とは一致しません。

ワイルドカード「プラス」 － プラス「+」は、アスタリス
クと同じように機能しますが、文字の「1 回」以上の繰り
返しと一致します。

例 : パターン「a+」は、「a」、「aa」、「aaa」と一致
しますが、「」(0 回の繰り返し) とは一致しません。

ワイルドカード「疑問符」 － 疑問符「?」は、文字が 1 個
または 0 個あると一致し、複数あると一致しません。

例 : パターン「a?」は、「a」、「」と一致しますが、
「aa」、「aaa」とは一致しません。

繰り返しパターン － 繰り返し文字は、1 文字のパターンで
機能しますが、かっこ「()」で囲んだ繰り返しパターン
や、角かっこ「[]」で囲んだ範囲と一致させるときにも使
用できます。これらの構造の詳細は、この後で説明しま
す。

例 : パターン「(abc)*」は「abc」、「abcabc」、
「abcabcabc」と一致し、
パターン「[0-9]+」は 1 つ以上の数字の連続と一致しま
す。

範囲 － 文字の範囲は、角かっこ「[]」内で指定できます。
文字の範囲は、角かっこ内に文字を入力することにより指
定します。「[0123456789]」は、任意の 1 文字の数字と
一致します。「[ab]」は、「a」または「b」と一致しま
す。 

2 つの文字だけ指定して、その間のすべての文字を省略す
るには、最初の文字の後にダッシュ「-」を指定し、次に最
後の文字を指定します。つまり、「[0-9]」は

例 : パターン「[0123456789]」は、「0」や「8」と一致
しますが、「45」とは一致しません (「45」は 2 文字のた
め、最初の文字「4」と一致しますが、両方の文字とは一致
しません)。 

例 : パターン「[0-9]+」は、すべての数字の文字列 (少なく
とも 1 つの数字) と一致します。「1」、「1234」、
「668888」と一致しますが、「」とは一致しません (数字



「[0123456789]」と同じです。ASCII を照合する文字列で
ある限り、任意の文字を使用できます。「[a-zA-Z]」は、任
意の英字と一致します。

より簡単な方法は、一致させない文字の範囲を指定するこ
とです。その場合、キャレット「^」を最初の文字として入
力し、除外する文字を指定します。「[^xyz]」は、「x」、
「y」、「z」以外の任意の文字と一致します。

範囲は、データ文字列内の 1 文字と一致することに注意し
てください。複数の文字と一致させる場合は、いずれかの
繰り返し文字による範囲指定に従ってください。

が含まれていないため)。 「555-1212」の場合は、「-」が
数字ではないため、パターンは「555」とのみ一致します。

例 : パターン「a[0-9]*」は、「a」の後に 0 個以上の数字が
続く文字列と一致します。たとえば、「a」、「a0」、
「a77655」と一致します。

例 : パターン「a[^b].*」は、「a」の後に「b」以外の文字、
次に任意の文字 (0 個以上) が続く文字列と一致します。文
字列「ace」、「ac」、「a9」、「actuarial」と一致します
が、「abcradabra」、「a」とは一致しません (範囲は 1 文
字と一致します)。

OR － 特定のフィールドと一致させるために複数の正規表
現を指定するには、それらの正規表現を縦線「|」で区切り
ます。各正規表現はフィールドの内容全体に対して評価さ
れるため、アンカー文字が必要な場合はそれを繰り返しま
す。

例 : パターン「abc|def」は「abc」または「def」と一致
します。

正規文字としての特殊文字 － 特殊文字は次のとおりです。
「.」、「*」、「?」、「+」、「(」、「)」、「{」、
「}」、「[」、「]」、「^」、「$」、「|」、「¥」。特
殊文字自体と一致させるには、特殊文字の前に円記号「¥」
を付けます。これにより、非特殊文字として認識されるよ
うになります。

例 : パターン「[0-9]+¥.[0-9]+¥.[0-9]+¥.[0-9]+」
は、ピリオドで区切られた IP アドレスの 4 つの部分と一
致します。 

例 : パターン「...¥¥....」は、任意の 3 文字、円記号、任意
の 4 文字が続く文字列と一致します。

グループ名とサブストリング

サブストリングは、サブストリング内の変数に基づくグループ名を自動的に作成するときに役立
ちます。パターンと一致するサブストリングは、Reporter 階層の [検出されたシステム] の下に
表示されるグループ名の一部として使用できます。グループ名には、円記号「¥」の後に、サブ
ストリングの値が置換される場所を示す数字が必要です。数字は、置換するサブストリング値を
指定します (パターン内に複数のサブストリングがある場合)。

サブストリングの一致 － 前述のとおり、正規表現は 1 文字のパターンから構成できます。さらに、正規表現はかっこ
「()」を使用してサブストリングに分割できます。かっこ内の文字は、データ文字列に対して評価される独立した正規表
現として処理されます。前のセクションで説明したとおり、これはデータ内の文字の繰り返しパターンと一致する繰り返
し文字と結合できます。

例 : パターン「^(ab.)」は、「ab」で始まり、少なくとも 1 文字以上を持つ任意のデータ文字列
と一致します。したがって、「abc」、「ab9」、「abcradabra」 (サブストリングは
「abcradabra」の「abc」の部分のみと一致している) と一致しますが、「ab」 (ピリオドと一致



する文字がない) とは一致しません。 また、キャレットはフィールドの先頭にパターンがあるこ
とを指定するため、「dabc」と「 abc」とは一致しません。

グループ名として「Special - ¥1」を指定した場合、実際のグループ名は次のようになります。

パラメータ値 グループ名

abc Special - abc

ab9 Special - ab9

abcradabra Special - abc

例 2 : 空文字以外のオペレーティング システム名用のグループを作成し、グループ名をそのオペ
レーティング システム名と同じにすると仮定します。「(.+)」のように、オペレーティング シ
ステム名を表すパターンを指定します。「(.+)」は、任意の文字 (ピリオド) が 1 回以上繰り返さ
れる (プラス) サブストリング (かっこ) と一致します。次に、グループ名を「¥1」として指定す
ると、最初に一致したサブストリングがグループ名として置換されます。

例 3 : システム ID がエリア コードを示す 3 文字、任意の 1 文字、地域を示す 4 文字で構成され
ると仮定します。これらの 2 つのフィールドから構成されている名前を、逆の順序で分類する
場合は、次のようにします。 

一致の仕様 － パターン「"^(...).(....)$」。キャレットとドル記号でフィールドの最初と最後の文
字列を指定すると、このパターンに適合しないデータ フィールドとは一致しないことに注意し
てください。「aaa-rrrr」は一致しますが、「aaa-rrrrz」と「aaa - rrrr」とは一致しません。

グループ名の結果 － 次に、グループ名「¥2¥1」は、一致した 2 つのサブストリングが名前に含
まれるグループを指定し、2 つ目のサブストリングが最初に置換されます。
パラメータ値「aaa-rrrr」=> グループ名「rrrraaa」

非印字文字 － Reporter の自動グループ機能ではおそらく使用しませんが、パターン フィールド
では、非印字文字を示す次のエスケープ コードを使用できます。

エスケープ文字列 文字コード 意味
¥a 0x07 ベル
¥f 0x08 用紙送り
¥n 0x0C 改行
¥r 0x0D 復帰
¥t 0x09 タブ
¥v 0x0B 垂直タブ

パターンの例



次の文字列は、パターン フィールドで使用できる代表的な正規表現の構造を示します。

パターン 使用方法

. (ピリオド) 任意の文字と一致します。

[0-9] 範囲に含まれる数字と一致します。

[a-zA-Z] 英字と一致します。

[a-zA-Z0-9] 英数字と一致します。
非特殊文字 フィールド内の任意の場所の同じ文字と一致します。

^ フィールドの最初で一致する必要があります。

$ フィールドの最後で一致する必要があります。

* 直前のパターンの 0 回以上の繰り返しと一致します。

+ 直前のパターンの 1 回以上の繰り返しと一致します。

? 直前のパターンが 1 個または 0 個である場合に一致します。

( ) かっこで囲んだ表記をサブストリングとして扱います。最初の
サブストリング、2 番目のストリング、3 番目のサブストリン
グに対して ¥1、¥2、¥3 などを使用して、サブストリングを
変数として [グループ名] で置換できます。一致パターンを区
切ることができます。

| OR と同じように機能します (いずれかのパターンと一致しま
す)。

¥ エスケープ文字。特殊文字を非特殊文字として扱います。

この表では、Reporter で役立ついくつかのパターンを示します。

パラメータ パターン 一致
任意 .+ 空のフィールド以外。
任意 (.+) 空のフィールド以外。 [グループ名] で「¥1」

の代わりにサブストリングを置換できます。
任意 (.*) 空のフィールドを含むすべて。[グループ名] で

サブストリングを置換できます。

システム ID システム ID の最初の 3 文字に基づき、システ
ムをグループ化できます。 グループ名を「ア
プリケーション - ¥1」と設定できます。

IP アドレス ^([0-9]+)¥.([0-9]+)¥.([0-9]+)¥.[0-9]+$ IPアドレス。アドレスの最初の 3 つの部分を
示すサブストリングを、¥1、¥2、¥3 として 
[グループ名] で使用できます。

エージェント ^SCOPE OpenView Performance Agent がインスト
ールされているすべてのシステム。

OS 名

OS リリース

OS バージョン 

^NT$

^4¥.0

^SvcPk 3

NT 4.0 Service Pack 3 を実行しているすべ
てのシステム。
メモ : これらの 3 つの指定のいずれかと一致
するシステムとのマッチングを避けるには、
[一致パラメータ] の [すべて] ラジオ ボタンを
選択する必要があります。



エージェント ^SCOPE.*([A-Z]¥.[0-9][0-9]¥.[0-9][0-
9])

インストールされている OpenView 
Performance Agent ソフトウェア。
「OpenView ¥1」などのグループ名を使用
し、インストールされている OpenView エー
ジェントのリリース別にシステムをグループ化
できます。

Reporter によるシステム名とデータ ソースの処理

(および問題が発生した場合の対処方法)

Reporter で作成されたレポートには、システムがネットワーク名で示されます。ただし、シス
テムのネットワーク名が一意でない場合や、システムに複数のネットワーク名がある場合も考え
られます。さらに、データがシステム間で転送される場合もあります。通常、Reporter はこの
ような状況に正しく対応できます。OpenView Performance Agent のログ ファイルは一意のシス
テム ID を含めることにより元のデータ ソースを識別するため、Reporter はこれらの潜在的な問
題を自動的に解決します。

ただし、問題を回避するために注意を要する状況がほかにもあります。たとえば、ログ ファイ
ル内でネットワーク名やシステム ID が重複している場合があります。ここでは、不注意により
名前や値が重複しやすい複雑なネットワーク環境での対処方法と検索方法について説明します。

レポートでのネットワーク名によるシステムの識別

Reporter にあらかじめ構成されているレポートでは、各システムのネットワーク名を使用して
システムを識別します。各システムを検出するためのネットワーク名を操作すると、レポートで
のシステム名をある程度制御できます。ただし、有効なネットワーク IP アドレスにリンクする
には、ネーム サーバーで使用できるシステム名である必要があります。任意の名前を使用する
ことはできませんが、短い名前、完全修飾名、IP アドレス自体など、対応する名前から選択で
きます。

メモ : Reporter がシステムを検出すると、そのネットワーク名が確定します。システムが第二または第三のネットワ
ーク名を使用する場合でも、ネットワーク名は置き換えられません。ネットワーク名を変更する場合は、システム全体を
削除するか空のデータベースを使用して最初からやり直し、必要なネットワーク名を使用して再度検出する必要がありま
す。



複数のシステムで重複するネットワーク名
(対処方法)

Reporter のメイン ウィンドウを開き、[検出範囲] を使用して、Microsoft Windows システムの
ネットワーク ドメイン内のシステムを検出する場合、展開された [検出範囲] ツリーに表示され
る名前は、レポートに示される名前と一致します。通常は、rosebud などの短い名前です。短い
形式の名前がネットワーク内で複数存在する場合、Reporter は最初の名前を検出し、2 つ目を無
視します。このため、検出プロセスの開始前にこの状況を解決する必要があります。

検出を開始する前に重複するネットワーク名の問題を解決する方法:
短い形式の重複するネットワーク名の問題を解決するには、[システムの追加] または [バルク検
出] のいずれかの方法を使用して、長い形式の完全修飾名を入力します。いずれの方法でも、手
動で名前を入力します。ネットワーク IP アドレスで解析できるように、ネーム サーバーで有効
な名前を入力する必要があります。たとえば、Reporter が自動的に rosebud という最初の短い
ネットワーク名を検出し、2 つ目の重複名 (別のシステムの名前) を無視してしまうことがないよ
うに、rosebud.citizen.kane.com と rosebud.flowers.are.us と入力します。

メモ : 名前の有効性をテストするには、[コマンド プロンプト] ウィンドウでコマンド ping <system name> と入
力します。ping が正しいシステムを検出した場合は、[システムの追加] または [バルク検出] でその名前を使用できま
す。

同じシステムの複数のネットワーク名
(対処不要)

複数のネットワーク名が同じシステムを指している場合は、Reporter がこの状況を解決しま
す。Reporter が rosebud、rosebud.citizen.kane.com、123.13.45.221 などのネットワーク識別子
を使用する単一のシステムを検出すると、この状況が発生します。システムに複数のネットワー
ク名があるために複数回検出されたとしても、Reporter は複数のネットワーク名を 1 つの 
OpenView Performance Agent システム ID と関連付けます。 Reporter は最初のネットワーク名
にデータを割り当て、その他の名前を無視します。



メモ : 任意のシステムのネットワーク名と OpenView Performance Agent システム ID を表示するには、
Reporter のメイン ウィンドウの [検出されたシステム] 領域でシステムを選択します。右ペインの [システム情報] アイ
コンを展開します。[システム ID] には、このシステムのネットワーク名が、[システム名] には OpenView 
Performance Agent システム ID 値が表示されます。

OpenView Performance Agent システム ID によるパフォーマンス データとシス
テムのリンク

Reporter は OpenView Performance Agent をインストールしているシステムを検出すると、
GBL_SYSTEM_ID メトリックを通じて収集されたデータのソースを識別するために、ログ ファ
イル セット内を調べます。これは、データベース内に保存されているシステム ID です (デフォ
ルトのレポートでは示されません)。各ログ ファイル セット内に一意のシステム ID 値がある場
合、問題は発生しません。

同じシステムの複数のログ 
ファイル

Reporter は、ログ ファイル (生ログ ファイルおよび抽出ログ ファイルなど) が同じシステムの
ものであることを確認できます。システム ID (GBL_SYSTEM_ID メトリック) を確認することに
より、これらのログ ファイルが同じシステムのものであることを認識し、重複するログ ファイ
ルを無視します。

2 つのログ ファイル セットのシステム ID が同じ場合 (GBL_SYSTEM_ID メトリックの値が重複
する場合)、Reporter は最初のシステム ID を認識し、それがレポートを作成する唯一のログ 
ファイル セット (およびシステム) となります。システムのレポートが作成されない場合は、そ
のシステムのシステム ID メトリック値が別のシステムと重複している可能性があります。

この問題の有無を判断する方法 － Reporter のウィンドウで、[ファイル] メニューの [構成] をク
リックし、トレース レベルを「1」以上に設定します。次に、検出プロセスにより 1 つの完全な
サイクルを実行し、<install_directory>¥data ディレクトリの trace.discovery ファイルを調べま
す。「重複するシステム ID が見つかりました」というメッセージを検索します。表示されるデ
ータ ソースが実際に同じシステムのログ ファイルであるかを判断してください。同じシステム
のログ ファイルでない場合は、次の説明のようにシステム ID を変更する必要があります。

重複するシステム ID の問題を解決する方法 － 見つからないシステムの OpenView 
Performance Agent の parm ファイルを開きます。該当するシステムの parm ファイルを編集す
ることにより、重複する ID の名前を変更します (詳細は、OpenView Performance Agent のマ
ニュアルを参照してください)。



メモ : デフォルト値が存在しない場合 (parm ファイルにシステム ID が存在しない場合)、オペレーティング システ
ムに従ってシステム ID を確認します。
例:
UNIX システムは、uname -n コマンドを入力して得られるノード名を使用します。
Windows NT システムは、API コール GetComputerName から得られる名前を使用します。
Windows 3.x システムと Windows 95 システムは、MeasureWare Desktop のインストール中にシステムに割り当て
られる PC ラベルを使用します。
MPE/iX システムは、HPSYSNAME として表示される変数を使用します。

直接的なデータ ソースへのプロキシ 
システムの自動更新

検出プロセス中に、あるシステムが元となるログ ファイルに対して重複するシステム ID を 
Reporter が検出し、すでに検出されているシステムがプロキシ システムとなっている場合、
Reporter は間接的なデータ ソースのエントリを新しい非プロキシ システムに置換します。既存
のデータ、グループ、レポートなどは、古いプロキシ識別子から新しい直接識別子に更新されま
す。 

上記の図のように、Reporter は最初はシステム 2 にのみアクセスできます。システム 2 には、
それ自体のログ ファイルとシステム 1 のログ ファイルが保存されています。Reporter は、シス
テム 1 にアクセスできるようになると、自動的にシステム 2 の 2 つ目のログ ファイルを無視
し、システム 1 から直接データを検索します。

レポートでの OpenView Performance Agent システム ID の使用

独自のレポートを作成する場合や、Crystal Designer (別売り) を使用して標準レポートを編集す
る場合、次のように OpenView Performance Agent システム ID を使用できます。

メトリック リストから作成される Reporter の各データベース テーブルには、そのメトリック 
リストと同じ名前が付いています。テーブルには、最低でも次の 4 つの標準項目が含まれま
す。 

■     ID － 各レコードが唯一のものであることを保証するための順序番号
■     SYSTEMNAME － (検出プログラムで使用される) システムのネットワーク名
■     DATETIME － OpenView Performance Agent システムでのレコードの地方時
■     GMT － レコードのグリニッジ標準時



[SYSTEMS] テーブルには、各システムについて検出された情報が含まれます。検出された各シ
ステムは 1 つのレコードを持っています。そのレコードに含まれる関連フィールドは、次のと
おりです。 

■     SYSTEMID － (検出プログラムで使用される) システムのネットワーク名
■     SYSTEMNAME － OpenView Performance Agent の GBL_SYSTEM_ID 値
■     PROXYNAME － プロキシ ログ ファイルのホストとなっているシステムのネットワーク名

レポートで OpenView Performance Agent システム ID 名 (GBL_SYSTEM_ID の値) を使用する
には、[SYSTEMNAME] 項目を使用しているメトリック リスト テーブルから [SYSTEMID] 項目
を使用している [SYSTEMS] テーブルへのリンクを設定します。

 壊れたデータベースの回復

現在のデフォルト データベース MSDE Service Pack 3a と旧デフォルト データベース Access 
では、データベースの回復手順が異なります。デフォルト以外のデータベースを構成している場
合は、そのデータベース製品に付随するデータベース マニュアルを参照してください。 

●     MSDE データベースを使用する Reporter システムでは、システムにあるソフトウェアを使用して回復手順を実
行できます。



- Access 2000 がある場合は、Access プロジェクトを開始し、[ツール] メニューの [データベース ユーティリ
ティ] で [最適化/修復] を選択します。
- SQL Server クライアント ツールがある場合は、SQL Enterprise Manager を使用できます (製品のマニュア
ルを参照)。

●     Access データベースを使用する Reporter システムでは、次の手順に従って破損した データベースを回復できま
す。

1.  [実行] メニューから [Reporter サービス終了] を選択します。
2.  データベースを修復します。 [コントロール パネル] を開いて [データソース(ODBC)] をダブルクリック

し、[システム DSN] タブを選択して Reporter データベース ドライバ (*.mdb) を強調表示します。[構
成] ボタンをクリックし、次のウィンドウで [修復] ボタンをクリックします。

この手順が失敗した場合やデータベースが依然として使用できない場合は、次の手順で新しいデ
ータベースを作成してください。

再始動

Reporter の最新リリースでは MSDE Service Pack 3a をデフォルト データベースとして使用し
ます。Reporter の以前のリリースでは Access を使用していました。Reporter のMSDE データ
ベースまたは Access データーベースからすべてのデータを削除する方法は異なります。次の手
順で相違点を示します。

MSDE データベースの再作成

次の手順では、Reporter の既存の MSDE データベースを削除し、新しい MSDE データベースを
再作成する方法を示します。スクリプトは、newdb.exe がある <install_directory>¥bin ディレク
トリから実行する必要があります。また、Reporter DSN で MSDE データベースを指定する必要
があります。 

1.  Reporter のサービスを停止するには、Reporter のメイン ウィンドウを開き、[実行] → [Reporter サービス終

了] の順に選択します (または、[Reporter サービスの開始/終了] ツールバー ボタン  を選択します)。
2.  デスクトップで Reporter のメイン ウィンドウが開いている場合は、ウィンドウを閉じます。
3.  [コマンド プロンプト] ウィンドウを開きます。
4.  ディレクトリ変更 (cd) コマンドを使用して<install_directory>¥bin ディレクトリに変更します。
5.  コマンド プロンプトに「cscript RecreateMSDEDB.vbe」と入力します。
6.  <install_directory>¥Data¥status.Reporter ファイルで、newdb の状態を確認します。

Access データベースの再作成

1.  Reporter のサービスを停止するには、Reporter のメイン ウィンドウを開き、[実行] → [Reporter サービス終

了] の順に選択します (または、[Reporter サービスの開始/終了] ツールバー ボタン  を選択します)。
さらに別の方法として、[コントロール パネル] の [サービス] を使用し、[Reporter Service] を強調表示して 
[停止] ボタンを押すこともできます。

2.  デスクトップで Reporter のメイン ウィンドウが開いている場合は、ウィンドウを閉じます。



3.  Reporter の Access データベースを使用している場合 － 既存のデータを保存するには、データベースの名前を
変更します。 既存のデータを保存する必要がない場合は、ファイル ¥<install_directory>¥data¥datafiles
¥Reporter.mdb を削除します。

4.  Windows 2000 システムの場合: [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [管理ツール] → [データ ソ
ース (ODBC)] の順に選択します。
Window NT の場合: [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [データ ソース (ODBC)] の順に選択し
ます。

5.  [システム DSN] タブを選択し、[システム データ ソース] 内で [Reporter] を選択して [構成] ボタンをクリッ
クします。

6.  表示されるウィンドウで、[作成] ボタンをクリックします｡
7.  [データベースの新規作成] ウィンドウで、¥<install_directory>¥data¥datafiles¥ ディレクトリにブラウズし

ます。次に、[データベース名] テキスト ボックスに「Reporter」と入力し、[OK] をクリックします｡
8.  次に、<install_directory>¥bin¥NewDB.exe プログラムを実行して、データベース内に Reporter テーブルを

作成します｡
9.  Reporter のメイン ウィンドウで、必要に応じて [検出範囲] のデフォルトの構成を変更します (追加するシステ

ムを [検出範囲] にドラッグ アンド ドロップします)。
新しいシステム グループを作成する場合、検出プロセスが完了するまで待機すると、新たに検出されたシステム
をグループに追加できます。

10.  Reporter サービスを再び開始するには、Reporter のメイン ウィンドウで [実行]、[Reporter サービス開始] の
順に選択します｡

初期インストール時と同様に、Reporter が直ちに処理サイクルを開始します。

Oracle データベースの再作成

1.  Reporter のサービスを停止するには、Reporter のメイン ウィンドウを開き、[実行] → [Reporter サービス終

了] の順に選択します (または、[Reporter サービスの開始/終了] ツールバー ボタン  を選択します)。
2.  デスクトップで Reporter のメイン ウィンドウが開いている場合は、ウィンドウを閉じます。
3.  Reporter がインストールされている Windows システムで、¥<install_directory>¥newconfig¥oracle

¥DropNewdb.sql ファイルを UNIX システムの $ORACLE_HOME/dbs/ ディレクトリにコピーします。
4.  Oracle データベースがインストールされている UNIX システムで、現在の Oracle セッション Oracle 

SID=REPORTER の Oracle データベースを確認します。
5.  oracle としてログオンし、oracle> プロンプトで「svrmgrl」と入力して Oracle Server Manager プログラム

を開始します。
6.  SVRMGR> プロンプトで、「connect internal」と入力します。
7.  「@ORACLE_HOME/dbs/dropnewdb.sql」と入力して、データベースからデータを削除します。

 

  



第 8 章 セキュリティ保護された通信の構成

HP OpenView Reporter (Reporter) では、HP OpenView Performance Agent との間で証
明書ベースのセキュリティ保護された通信を行うことができます。OpenView 
Operations (OVO) のセットアップでセキュリティ保護された通信を構成するには、次の
タスクを実行する必要があります。

●     OVO エージェントのインストール先システムでセキュリティの設定を変更する
●     Reporter のインストール先システムで証明書を要求する

セキュリティの設定変更

OV Reporter では、HP OpenView Operations 8.x 環境でのみ、証明書ベースのセキュリ
ティ保護されたデータ通信を行うことができます。そのためには、OVO エージェントが
インストールされた管理ノードで、セキュリティの設定変更を行う必要があります。

OVO エージェントのインストール先システムでセキュリティ オプションを変更するに
は、次のコマンドを入力します。

ovconfchg –ns coda –set SSL_SECURITY <Your Option>

次のオプションを選択できます。

●     NONE
●     REMOTE
●     ALL

OVO 8.x HTTPS エージェントとセキュリティ保護された通信の詳細については、『HP 
OpenView Operations HTTPS エージェント コンセプトと設定ガイド』を参照してくだ
さい。

セキュリティの設定変更を確認するには、次のコマンドを実行します。

ovconfget

デフォルトのエディタで ovconf ファイルが開きます。変更確認後、OV Controller を再
起動します。OV Controller を再起動するには、次のコマンドを入力します。 



ovc -restart

証明書の要求

セキュリティ保護された通信を行うために証明書を要求するには、次の手順を実行しま
す。

1.  インストール済みの証明書の有無を調べるために、Reporter のインストール先システムで次のコマンド
を入力します。
ovcert –list

次のメッセージが表示されます。

>ovcert -list
+---------------------------------------------------------+
| キーストアの内容 
+---------------------------------------------------------+
| 証明書 :
+---------------------------------------------------------+
| 信頼できる証明書 : 
+---------------------------------------------------------+

このメッセージには、システムで使用できる証明書の一覧が表示されま
す。

2.  ovconf ファイルの証明書サーバーの名前と CORE_ID を変更します。管理サーバーから証明書を取得
するには、次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns sec.cm.client -set CERTIFICATE_SERVER <Management 
server name>
ovconfchg -ns sec.core.auth -set MANAGER <Management server name>
ovconfchg -ns sec.core.auth -set MANAGER_ID <Core ID of Management 
server>

3.  次のコマンドを入力して OV Controller を再起動します。

ovc -restart
4.  管理サーバーに証明書を要求します。

ovcert –certreq 

5.  管理サーバーから、Reporter システムに証明書を付与します。

a.  OVO 管理サーバーの [登録ノード] ウィンドウに Reporter ノード (Reporter のインストール
先システム) を追加します。

b.  [OVO 登録ノード] ウィンドウから Reporter ノードを選択し、[アクション]、[ノード]、
[OV 証明書リクエスト…] の順に選択します。



c.  [OVO ノード証明書リクエスト] ウィンドウで、Reporter ノードの名前を選択します。証明書
の現在の状態が「保留」と表示されます。

d.  [承諾] をクリックします。
6.  Reporter ノードで、管理サーバーから取得した証明書を確認するには、次のコマンドを入力します。

ovcert –list 

次のようなメッセージが表示されます。

+---------------------------------------------------------+
| キーストアの内容                                         |
+---------------------------------------------------------+
| 証明書 :                                                |
| 2d844b42-fb4f-7515-03bc-f804f821d768 (*)                |
+---------------------------------------------------------+
| 信頼できる証明書 :                                       |
| CA_1012544c-5a01-7509-12e0-e80db1608519                 |
| CA_c65b09b8-a95f-7512-1d46-ba434c7749aa                 |
+---------------------------------------------------------+

7.  証明書の状態を確認するために、次のコマンドを実行します。

ovcert -status

次のメッセージが表示され、証明書がインストールされていることがわか
ります。

Status: Certificate is installed

8.  次のコマンドを入力して OpenView Controller を再起動します。

ovc -restart
9.  セキュリティ保護されたデータ通信が行われることを確認するには、次のコマンドを入力します。

ovbbccb –ping <Management server> 

セキュリティ保護されたデータ通信が行われる場合、次のようなメッセー
ジが表示されます。

<Management server>: status=eServiceOK coreID=1012544c-5a01-7509-
12e0-e80db1608519
bbcV=05.20.030 appN=ovbbccb appV=05.20.030 conn=4 time=250 ms

ovbbccb –ping <system_where_OVO_agent_is_installed>

セキュリティ保護されたデータ通信が行われる場合、次のようなメッセー
ジが表示されます。



<system_where_OVO_agent_is_installed>: status=eServiceOK 
coreID=aa6318dc-7ad4-7516-1fbc-fabc1190adb9
bbcV=05.20.010 appN=ovbbccb appV=05.20.010 conn=1 time=172 ms

メモ : セキュリティ保護された通信を行うには、OVO 8.x エージェントのインストール先システムに、管理
サーバーで発行されたクライアント証明書が必要です。Reporter のインストール先システムにも、同じ管理サ
ーバーで発行されたクライアント証明書が必要です。
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